
第６回 山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 

日時 令和５年６月８日（木）13:30～15:30 

場所 自治会館４０１会議室 

 

次   第 

 

                           (時間配分) 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 協 議 

  （１）アクションプランの改訂及び概要について 資料１     ・・・  20 分 

  （２）各チームの進捗状況と今後の取組みについて 資料２    ・・・  85 分 

    ①チーム全体の状況 

    ②樹園地継承課題解決検討チーム 

    ③中山間地域課題解決検討チーム 

    ④農地バンク機能強化検討チーム 

    ⑤各地域支援チーム 

  （３）地域計画・目標地図の策定支援について 資料３      ・・・  10 分 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 



 



第６回山形県農地集積・集約化プロジェクト会議（令和５年６月８日（木）） 
出席者名簿 

【構成員】 

【オブザーバー】 

所    属 職   名 氏   名 備   考 

東北農政局経営・事業支援部 
担い手育成課 

課長 村 上 容 啓 
 

東北農政局経営・事業支援部 
農地政策推進課 

課長補佐（調整） 森 本 昭 広 
 

東北農政局経営・事業支援部 
農地政策推進課 

地域計画推進指導官 北 原 崇 行 
 

東北農政局山形県拠点 総括農政推進官 原  田   薫  

 
 
 

所    属 職   名 氏   名 備   考 

農業委員会・市町村    

 

村山地方農業委員会 
連絡協議会 

寒河江市農業委員会会長 木 村 三 紀  

最上地方農業委員会 
協議会 

新庄市農業委員会会長 浅 沼 玲 子  

農業委員会庄内地方 
協議会 

鶴岡市農業委員会会長 渡 部 長 和  

山形市農林部農政課 課長補佐 森 谷 陽 子 代理 

長井市農林課 課長 梅 津 浩 一  

尾花沢市農業委員会 事務局長補佐 田 中  誠 代理 

庄内町農林課 主査兼農政企画係長 今 井 真 貴 代理 

山形県農業協同組合中央会 センター長 岩 田 俊 彦  
公益財団法人やまがた 
農業支援センター 
（山形県農地中間管理機構） 

常務理事 豊 嶋 克 彦  

一般社団法人山形県農業会議 会長 五十嵐直太郎  

山形県土地改良事業団体連合会 
専務理事 渡部藤左衛門  
農地調整課長 西 塚 賢 二  

山形県農林水産部 技術戦略監（兼）次長 中 野 憲 司 会長 
 

農政企画課 課長補佐 
（米政策推進担当） 松 田 洋 輔  

農業技術環境課 副主幹 遠 藤 宏 幸  

園芸大国推進課 課長補佐 
（園芸農業推進担当） 伊 藤 祐 幸  

山形県各総合支庁    

 

村山総合支庁農業振興課 課長 福 島 孝 一  
最上総合支庁農業振興課 課長 木 内 真 一  
置賜総合支庁農業振興課 課長 齋 藤 義 浩  

庄内総合支庁農業振興課 
課長 長谷川 慎一  
主査 佐々木 愛純  



【事務局】 

所    属 職   名 氏   名 備 考 

公益財団法人やまがた 
農業支援センター 
（山形県農地中間管理機構） 

参事（兼） 
農地中間管理調整課長 

長谷部 英徳 事務局次長 

農地中間管理事業課長 佐 藤  明  

地域連携推進員 西 田  敏 東南村山地域 

 同 國 井 陽 悦 西村山地域 

 同 髙  橋   学 北村山地域 
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 同 五十嵐 悦子 置賜地域 

 同 門 脇 勝 広 鶴岡・田川地域 

 同 山 口 喜 和 鶴岡地域 

 同 前  田   誠 酒田・飽海地域 

一般社団法人山形県農業会議 
事務局長 五十嵐  淳 事務局次長 

主任 松 川 浩 子  

山形県農林水産部    

 

農業経営・所得向上 
推進課 

課長 髙 橋 和 博 事務局長 

課長補佐 
（総括・構造政策担当） 

森谷 伊都子  

農地調整・構造政策主査 山  口   洋  

主事 清 水 直 斗  

主事 大 川 康 平  

農村整備課 

課長 安 達 邦 明 事務局次長 

課長補佐 

（農地中間管理担当） 
松 木 英 紀 

 

農地中間管理主査 大 沼 裕 司 
 

主事 伊  東   宏  
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令 和 ５ 年 ６ 月 ８ 日 

農業経営・所得向上推進課 

 

山形県農地集積・集約化プロジェクトアクションプランの改訂について（案） 

 

１ 成果指標の追加について（６ページ） 

（１）現在の成果指標 

年    度 現状（令和３年度） 目標（令和９年度） 

農地の集積率 69.0% 90% 

（２）追加する成果指標 

 全国及び東北地方における本県の「農地の集積率」の順位を成果指標に追加する。 

年    度 現状（令和３年度） 目標（令和６年度） 

「農地の集積率」 

の順位 

全国４位 全国３位 

東北２位 東北１位 

（３）追加する理由 

 「山形県農業経営基盤の強化の促進に関する基本方針」において、令和９年度末に

おける県全体の農用地面積に占める効率的かつ安定的な農業経営体の利用集積面積

の割合の目標を 90％としていることから、アクションプランにおいて成果指標とし

ているところであるが、アクションプランの実施期間である令和６年度を目標年度と

する成果指標を追加するもの。 

 

２ 令和５年度の主な取組内容及び活動目標（１２ページ） 

（１）取組項目「１ 地域計画策定・実現の推進体制の充実」について、取組内容

「地域計画・目標地図策定に関する研修会」の取組主体に「県庁、総合支庁」を追加

するもの。 

 

３ 山形県農地集積・集約化プロジェクト会議設置要綱（１７ページ） 

 令和５年度山形県組織機構の改正に伴う改訂等を行ったもの。 

資料１ 



担い手への集積面積の状況 （ 令和２年度 → 令和３年度 ）【全国】
（単位：ha、％）

担い手への集積面積 担い手への集積面積 担い手への集積率 担い手への集積率

【令和２年度】 【令和３年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

Ａ シェア 順位 Ａ’ シェア 順位 Ａ’－Ａ Ｂ 順位 Ｂ’ 順位 Ｂ’－Ｂ

1 北 海 道 1,045,089 41.2 1 1,044,736 40.8 1 -353 91.4 1 91.4 1 0.0

2 青 森 86,332 3.4 4 87,041 3.4 4 709 57.6 11 58.2 11 0.6

3 岩 手 80,237 3.2 5 81,384 3.2 5 1,147 53.7 13 54.5 14 0.8

4 宮 城 75,645 3.0 7 77,543 3.0 7 1,898 60.1 10 61.8 10 1.7

5 秋 田 102,630 4.0 3 103,326 4.0 3 696 70.0 3 70.6 3 0.6

6 山 形 78,871 3.1 6 79,897 3.1 6 1,026 67.5 5 69.0 4 1.5

7 福 島 51,889 2.0 11 54,171 2.1 11 2,282 37.5 26 39.5 24 2.0

8 茨 城 60,671 2.4 9 61,415 2.4 9 744 37.1 27 37.8 27 0.7

9 栃 木 63,515 2.5 8 64,123 2.5 8 608 52.1 15 52.7 15 0.6

10 群 馬 26,923 1.1 22 27,406 1.1 22 483 40.3 22 41.6 22 1.3

11 埼 玉 23,742 0.9 26 24,442 1.0 26 700 32.0 31 33.3 31 1.3

12 千 葉 33,172 1.3 18 34,578 1.4 18 1,406 26.9 37 28.2 36 1.3

13 東 京 1,601 0.1 46 1,590 0.1 46 -11 24.5 42 24.8 42 0.3

14 神 奈 川 3,816 0.2 44 3,859 0.2 44 43 20.7 45 21.2 45 0.5

15 山 梨 6,087 0.2 43 6,534 0.3 43 447 26.0 38 28.0 37 2.0

16 長 野 40,949 1.6 14 41,597 1.6 14 648 38.9 24 39.5 24 0.6

17 静 岡 26,512 1.0 23 27,524 1.1 21 1,012 42.2 20 44.8 19 2.6

18 新 潟 109,581 4.3 2 110,799 4.3 2 1,218 64.8 7 65.9 7 1.1

19 富 山 38,718 1.5 15 39,351 1.5 15 633 66.5 6 67.8 6 1.3

20 石 川 25,457 1.0 24 25,845 1.0 24 388 62.4 9 63.7 9 1.3

21 福 井 27,044 1.1 21 27,293 1.1 23 249 67.6 4 68.4 5 0.8

22 岐 阜 20,962 0.8 28 21,699 0.8 28 737 37.8 25 39.3 26 1.5

23 愛 知 29,451 1.2 20 30,064 1.2 20 613 40.0 23 41.0 23 1.0

24 三 重 24,152 1.0 25 25,249 1.0 25 1,097 41.6 21 43.8 21 2.2

25 滋 賀 32,365 1.3 19 33,021 1.3 19 656 63.2 8 64.9 8 1.7

26 京 都 7,008 0.3 42 7,250 0.3 42 242 23.5 44 24.4 44 0.9

27 大 阪 1,458 0.1 47 1,515 0.1 47 57 11.7 47 12.2 47 0.5

28 兵 庫 17,871 0.7 30 18,087 0.7 30 216 24.5 42 24.8 42 0.3

29 奈 良 3,699 0.1 45 3,858 0.2 45 159 18.5 46 19.5 46 1.0

30 和 歌 山 9,213 0.4 37 9,539 0.4 37 326 29.0 35 30.2 35 1.2

31 鳥 取 10,965 0.4 36 11,056 0.4 36 91 32.0 31 32.4 32 0.4

32 島 根 12,834 0.5 35 13,037 0.5 35 203 35.3 28 36.0 28 0.7

33 岡 山 16,081 0.6 31 16,526 0.6 31 445 25.3 39 26.4 39 1.1

34 広 島 13,440 0.5 34 13,409 0.5 34 -31 25.1 40 25.4 40 0.3

35 山 口 14,163 0.6 33 14,304 0.6 33 141 31.5 33 32.1 33 0.6

36 徳 島 7,729 0.3 41 7,821 0.3 41 92 27.1 36 27.8 38 0.7

37 香 川 8,705 0.3 40 9,025 0.4 39 320 29.3 34 30.8 34 1.5

38 愛 媛 15,794 0.6 32 15,780 0.6 32 -14 33.6 29 34.2 29 0.6

39 高 知 8,913 0.4 39 8,880 0.3 40 -33 33.5 30 33.9 30 0.4

40 福 岡 43,514 1.7 13 43,739 1.7 13 225 54.6 12 55.2 13 0.6

41 佐 賀 35,971 1.4 16 35,875 1.4 17 -96 70.8 2 71.0 2 0.2

42 長 崎 20,096 0.8 29 20,804 0.8 29 708 43.6 17 45.3 18 1.7

43 熊 本 54,355 2.1 10 54,524 2.1 10 169 49.8 16 50.7 16 0.9

44 大 分 23,734 0.9 27 23,920 0.9 27 186 43.4 19 43.9 20 0.5

45 宮 崎 34,967 1.4 17 35,889 1.4 16 922 53.6 14 55.4 12 1.8

46 鹿 児 島 50,042 2.0 12 51,621 2.0 12 1,579 43.6 17 45.7 17 2.1

47 沖 縄 9,153 0.4 38 9,162 0.4 38 9 24.7 41 25.1 41 0.4

計 2,535,116 100.0 2,560,108 100.0 24,992 58.0 58.9 0.9

集積面積の
増減

集積率の
増減
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き
ま
し
た
が
、
今
後
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本
格
化

に
よ
り
農
業
者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、
地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
分
散
錯
圃
の
状
況
を

解
消
し
、
農
地
が
利
用
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、
農
地
の
集
約
化
等
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
す
る
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

・
こ
の
た
め
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）
に
お
い
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
法
定
化
さ
れ
、
市
町
村
は

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
、
地
域
で
の
話
合
い
に
よ
り
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
地
域
農
業
の
在
り
方
や
農
地
の
集
約
化
な
ど
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
す
る
「
地
域
計
画
」
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
農

地
の

集
積

･集
約

化
と

は

農
地
の
所
有
・
借
入
れ
に
よ
っ
て
、
利
用
す
る
農
地
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
を
「
集
積
」
、
農
地
を
利
用
す
る

権
利
の
交
換
な
ど
に
よ
っ
て
物
理
的
に
農
地
を
ま
と
め
る
こ
と
を
「
集
約
化
」
と
い
い
ま
す
。

狭
く
分
散
し
た
農
地
で
は
、
機
械
化
が
進
ま
な
い
た
め
生
産
性
が
悪
く
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
農
業
の
担
い

手
が
減
少
す
る
中
、
耕
作
が
放
棄
さ
れ
る
農
地
の
増
加
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、
農
業
生
産
の
維
持
の
た
め
に
は
集

積
・
集
約
化
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
近
年
、
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
省
力
化
や
効
率
化
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
農
業
経
営
の
大
規
模
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

集
積
･集
約
化
の
イ
メ
ー
ジ

１
人

・
農

地
プ

ラ
ン

か
ら

地
域

計
画

へ

は
じ

め
に

平
成
24
年
〜

人
・
農
地
プ
ラ
ン

（
将
来
の
地
域
農
業
の
在
り
方
）

令
和
５
年
〜

地
域
計
画

（
将
来
の
地
域
農
業
の
在
り
方
＋
目
標
地
図
※
）

※
地
域
で
の
話
合
い
を
踏
ま
え
、
10
年
後
の
農
地
を

ど
の
担
い
手
に
集
積
･集
約
化
す
る
か
示
し
た
地
図
。

法
定

化

1



ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
策

定
・

推
進

３
地

域
計

画
と

は

地
域
計
画
は
、
農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
話
合
い
に
よ
り
、
将
来
（
10
年
後
）
の
地
域
農
業
の
在
り
方
、
農
地
集
約
化
な
ど
農
地
利
用
の
姿

な
ど
を
定
め
た
計
画
で
す
。

改
正
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）
第
19
条
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
お
い
て
地
域
毎
に
策
定
す
る
こ
と
が

法
定
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

農
業
者
の
減
少
、
遊
休
農
地
の
増
加
等
と
い
っ
た
、
ど
の
地
域
で
も
直
面
し
て
い
る
課
題
に
対
し
て
は
、
地
域
で
解
決
に
向
け
た
話
合
い
を

行
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
計
画
を
策
定
す
る
機
会
を
解
決
に
向
け
た
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て

話
し
合
い
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
策
定
期
限
）

・
策
定
期
限
は
令
和
７
年
３
月
末
で
、
策
定
後
も
お
お
む
ね
５
年
毎
に
見
直
し
て
、
そ
の
後
の
10
年
間
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
定
め
る
主
な
内
容
）

次
の
内
容
に
つ
い
て
、
農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
話
合
い
、
地
域
計
画
に
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
地
域
で
生
産
す
る
主
な
農
畜
産
物
（
例
︓
野
菜
・
果
樹
等
の
高
収
益
作
物
、
輸
出
向
け
農
産
物
な
ど
）

②
農
地
の
利
用
の
方
針
（
例
︓
農
地
の
う
ち
農
業
上
の
利
用
を
行
う
区
域
と
保
全
を
行
う
区
域
、
担
い
手

へ
農
地
集
積
・
集
約
化
、
団
地
化
、
基
盤
整
備
事
業
へ
の
取
組
み
、
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
方
法
な
ど
）

③
担
い
手
（
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
所
得
を
確
保
し
て
い
く
担
い
手
）
に
対
す
る
農
地
の
集
積
の
目
標

④
農
地
の
団
地
化
・
集
約
化
の
目
標

⑤
多
様
な
農
業
者
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の
取
組
み
（
例
︓
地
域
内
外
か
ら
多
様
な
人
材
の
募
集
な
ど
）

⑥
目
標
地
図
（
10
年
後
の
農
地
を
ど
の
農
業
者
に
集
積
・
集
約
化
し
て
い
く
か
一
筆
毎
に
示
し
た
地
図
）

（
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
に
よ
る
農
地
の
集
約
化
等
）

・
地
域
計
画
（
目
標
地
図
）
の
実
現
に
向
け
た
集
積
・
集
約
化
な
ど
の
農
地
の
権
利
移
動
は
、
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

＜
目
標
地
図
＞

（
現
状
）

集
約

化
に

重
点

を
置

い
た

農
地

利
用

の
姿

を
話

合
い

を
基

に
地

図
化

2



令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度
（
３
年
間
）

・
実
質
化
さ
れ
た
「
人
･農
地
プ
ラ
ン
」
、
策
定
さ
れ
る
「
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
農
地
の
集
積
･集
約
化
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
連
携
・
支
援

体
制
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

・
地
域
で
の
「
地
域
計
画
」
へ
の
理
解
を
促
し
、
各
地
域
に
お
い
て
実
効
性
の
あ
る
話
合
い
を
進
め
る
た
め
の
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

・
将
来
の
農
業
の
あ
り
方
、
農
地
の
効
率
的
活
用
を
見
据
え
な
が
ら
、
農
地
の
集
積
･集
約
化
の
推
進
、
持
続
的
な
農
地
の
有
効
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
実
質
化
さ
れ
た
「
人
･農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
」
及
び
「
地
域
計
画
の
策
定
・
実
現
」
を
強
力
に
進
め
て
い
く
に

当
た
り
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
行
動
指
針
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

Ⅰ
地

域
計

画
の

着
実

な
策

定
・

実
現

Ⅱ
個

別
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

み
の

強
化

１
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

位
置

づ
け

３
推

進
期

間

２
基

本
的

な
考

え
方

４
取

組
み

の
テ

ー
マ

と
推

進
方

法
・
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
関
係
機
関
で
連
携
し
た
支
援
を
行
う
体
制
を
構
築
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
推
進
母
体
で
あ
る
「
農
地
集
積
・
集
約
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
に
お
い
て
、
取
組
内
容
を
評
価
・
検
証
し
、
毎
年
度
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
取
組
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
地
域
計
画
策
定
・
実
現
の
推
進
体
制
の
充
実

・
担
い
手
の
育
成
･確
保

・
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
促
進

な
ど

・
園
地
の
継
承
支
援

・
中
山
間
地
の
農
地
保
全
･遊
休
農
地
等
の
有
効
活
用 な
ど

こ
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

２
つ

の
テ

ー
マ

市
町

村

農
業

委
員

会

農
地

中
間

管
理

機
構

農
業

会
議

山
形

県

農
地

集
積

・
集

約
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

Ｊ
Ａ

土
地

改
良

区
連
携
し
て

取
組
み

評
価 ・ 検
証

3



本
県

農
業

の
現

状
と

課
題



0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

H2
7R2

■
販

売
金

額
別

経
営

体
割

合
（
実

数
）

30
0万

円
未

満
30

0万
～

50
0万

円
50

0万
～

1,
00

0万
円

1,
00

0万
～

3,
00

0万
円

3,
00

0万
～

１
億

円
1億

円
以

上

54
5 

43
4 

83
9 

82
7 

1,
38

4 
1,

26
1 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

H2
7

R2

■
県

全
体

の
雇

用
延

べ
日

数

常
雇

臨
時

雇
い

(千
人

・
日

)

18
,2

70
12

,3
89

8,
67

5
6,

41
5

27
,7

90
26

,6
45

23
,8

75
20

,3
07

60
.3

%
68

.3
%

73
.3

%
76

.0
%

0人

10
,0

00
人

20
,0

00
人

30
,0

00
人

40
,0

00
人

50
,0

00
人

H2
7

R2
R7

予
測

R1
2予

測

■
基

幹
的

農
業

従
事

者
数

及
び

高
齢

者
割

合
（
65

歳
以

上
）

16
～

64
歳

65
歳

以
上

高
齢

者
割

合

46
,0

60

39
,0

34
32

,5
51

26
,7

22

7,
02

6減
▲

15
％

6,
48

3減
▲

17
％

5,
82

9減
▲

18
％12

,3
12

減
▲

32
％

0千
人

5千
人

10
千

人

15
千

人

20
千

人

19
歳

以
下

20
歳

代

30
歳

代

40
歳

代

50
歳

代

60
歳

代

70
歳

代

80
歳

以
上

■
年

代
別

基
幹

的
農

業
従

者
数

と
予

測

H2
7

R2

R7
予

測
R1

2予
測

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

H2
7R2

■
経
営
耕
地
面
積
規

模
別
経
営
体
割
合
（
実
数

）

1h
a未

満
1～

5h
a

5～
10

ha
10

～
20

ha

20
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0h
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1
h
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未

満
の

経
営

体
数

3
5

.2
%

→
 3

4
.1

%

○
経

営
耕

地
面

積
は

9
7
,9

7
0
h
aで

、
５

年
間

で
2
,8

22
ha

（
2.

8
％

）
減

少
○

販
売

金
額

1
,0

0
0
万

円
以

上
の

割
合

は
8
.0

％
→

 1
2
.2

％
に

増
加

【
平

均
耕

地
面

積
3
.0

h
a 

→
 3

.5
h
aに

拡
大

】
○

3
0
0
万

円
未

満
が

5
7
％

と
多

数
○

1
0
h
a以

上
の

経
営

体
の

割
合

は
、

５
年

間
で

4
.1

％
→

 6
.5

％
に

増
加

○
総

販
売

額
（
推

計
）
に

占
め

る
販

売
金

額
1
,0

0
0
万

円
以

上
の

○
1
0
h
a以

上
の

経
営

体
に

、
４

割
の

経
営

耕
地

が
集

積
し

て
い

る
状

況
経

営
体

の
販

売
額

シ
ェ

ア
は

5
2
.9

％
→

 6
1
.6

％
に

増
加

○
基

幹
的

農
業

従
事

者
は

、
５

年
間

で
1
5
％

（
７

千
人

、
１

年
で

1
,4

00
人

）減
少

○
今

後
も

5
0
代

、
6
0
代

の
基

幹
的

農
業

従
事

者
が

大
き

く
減

少
す

る
見

込
み

○
新

規
就

農
者

は
着

実
に

増
加

し
て

い
る

が
、

基
幹

的
農

○
全

国
で

は
、

2
2
％

（
3
9
万

４
千

人
）
減

少
○

年
代

別
で

は
５

年
後

、
1
0
年

後
に

は
7
0
代

が
最

も
多

く
な

る
見

込
み

業
従

事
者

の
減

少
分

を
カ

バ
ー

す
る

に
は

至
っ

て
い

な
い

○
５

年
後

、
1
0
年

後
に

は
、

1
7
％

・
1
8
％

減
少

し
、

今
後

10
年

間
で

3
2％

(1
2千

人
）
減

少
の

見
込

み
○

新
規

就
農

者
（
R

4
）
の

4
7
％

は
雇

用
就

農

※
予

測
値

は
、

コ
ー

ホ
ー

ト
・
シ

ェ
ア

・
ト
レ

ン
ド

法
に

よ
る

農
業

経
営

・
所

得
向

上
推

進
課

の
独

自
推

計
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7R2

■
経
営
耕
地
面
積
規

模
別
集
積
割
合
（
シ
ェ
ア

）

1h
a未

満
1～

5h
a

5～
10

ha
10

～
20

ha

20
～

30
ha

30
～

50
ha

50
～

10
0h

a
10

0h
a以

上

1
h

a
未

満
の

経
営

体
集

積
率

6
.4

%
→

 5
.0

%

※
販

売
金

額
は

（
農

産
物

販
売

額
別

の
経

営
体

数
×

区
分

の
平

均
値

）で
推

計
59

7 
69

5 

0

25
0

50
0

75
0

H2
7

R2

■
常

雇
の

１
経

営
体

当
た

り

延
べ

雇
用

者
数

(人
・
日

)○
法

人
数

は
株

式
会

社
が

増
加

の
大

部
分

を
占

め
る

○
雇

用
延

べ
日

数

は
減

少
し

た
が

、
１

経
営

体
あ

た
り

で
は

増
加

山
形

県
に

お
け

る
農

業
人

材
の

現
状

と
課

題
〜

農
林

業
セ

ン
サ

ス
等

か
ら

の
現

状
分

析
〜

①
基

幹
的

農
業

従
事

者
の

減
少

と
高

齢
化

②
新

規
就

農
者

の
状

況

③
耕

地
面

積
、

販
売

金
額

の
推

移
④

法
人

化
の

状
況

及
び

働
き

手
の

状
況

1
0

h
a

以
上

の
経

営
体

数
4

.1
%

→
 6

.5
%

1
0

h
a

以
上

の
経

営
体

集
積

率
3

0
.6

%
→

 3
9

.2
%

1
,0

0
0

万
円

以
上

の
経

営
体

数
8

.0
%

→
 1

2
.2

%

20
7

28
2

38
2

73

18
0

20
2

83

66

42

36
3

52
8

62
6

H2
2

H2
7

R2

■
法

人
経

営
体

数

そ
の

他
法

人
農

事
組

合
法

人
株

式
会

社
等

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

H2
7R2

■
販

売
金

額
別

販
売

総
額

（
推

計
）
割

合
（
シ

ェ
ア

）

30
0万

円
未

満
30

0万
～

50
0万

円
50

0万
～

1,
00

0万
円

1,
00

0万
～

3,
00

0万
円

3,
00

0万
～

１
億

円
1億

円
以

上

3
0

0
万

円
未

満
の

経
営

体
販

売
シ

ェ
ア

1
6

.7
%

→
 1

1
.0

%

98
増

+1
9％

10
0増

+3
5％

3
0

0
万

円
未

満
の

経
営

体
数

6
7

.6
%

→
 5

7
.0

%

1
,0

0
0

万
円

以
上

の
経

営
体

販
売

シ
ェ

ア
5

2
.9

%
→

 6
1
.6

%

1
6
1

1
4
9

1
2
6

1
5
8

1
6
6

1
9
2

1
4
3

1
9
1

1
1
9

1
5
1

1
8
3

1
8
6

1
8
2

1
6
1

2
1
4

1
6
7

2
8
0

3
0
0

3
0
9

3
4
4

3
4
8

3
5
3

3
5
7

3
5
8

0
人

1
0
0
人

2
0
0
人

3
0
0
人

4
0
0
人

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

R
2

R
3

R
4

■
雇

用
就

農
者

及
び

自
営

就
農

者
数

雇
用

就
農

者
自

営
就

農
者
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遊
佐

町

酒
田

市

真
室

川
町

金
山

町

鮭
川

村

戸
沢

村
庄

内
町

三
川

町

鶴
岡

市
大

石
田

町

最
上

町

舟
形

町

大
蔵

村

村
山

市

東
根

市
河

北
町

寒
河

江
市

西
川

町

大
江

町

朝
日

町

天
童

市

山
形

市

中
山

町
山

辺
町

白
鷹

町

小
国

町

長
井

市
南

陽
市

上
山

市

高
畠

町

川
西

町

米
沢

市

飯
豊

町

尾
花

沢
市

新
庄

市

②
担

い
手

へ
の

集
積

率
の

伸
び

率
（
H
26
.3
→
R4
.3
）

（ポ
イ

ン
ト

） 50 40 30 20 10 0

-1
0

48
.7

50
.3

52
.3

54
55

.2
56

.2
57

.1
58

58
.9

70

75

80

50
53

.6

60
.2

63
.1

64
.8

66
66

.4
67

.5
69

80
85

90

40506070809010
0

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R1
R2

R3
R4

R5
R6

■
農

地
集

積
率

の
推

移
と

目
標

値
全

国
実

績
山

形
県

実
績

（
％
）

○
第
４
次
山
形
県
農
林
水
産
業
元
気
創
造
戦
略
の
農
地
集
積
目
標
90
％
に

対
し
、
Ｒ
３
年
度
末
集
積
率
は
69
.0
％
で
あ
り
、
目
標
達
成
は
現
状
で
は

困
難
。

○
本
県
の
農
地
集
積
率
は
、
全
国
と
比
較
し
て
進
ん
で
い
る
状
況
（
R3
末

集
積
率
:本
県
69
.0
％
／
全
国
58
.9
％
）
。
集
積
率
の
伸
び
も
全
国
に
比
べ
大
き

い
（
H
25
〜
R3
集
積
伸
率
:本
県
＋
17
.9
pt
／
全
国
＋
9.
3p
t）
。

○
農
地
集
積
は
、
市
町
村
間
で
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
、
水
田
面
積
が
多
い
市
町
村
で
は
比
較
的
集
積
が
進
ん
で
い
る
（
庄
内
地
域
を
中
心
に
70
%

超
）
が
、
特
に
中
山
間
地
や
樹
園
地
が
多
い
市
町
村
で
は
、
県
平
均
集
積
率
よ
り
低
い
と
こ
ろ
が
多
い
（
村
山
地
域
を
中
心
に
）
傾
向
。

○
一
方
で
、
集
積
の
伸
び
率
（
H
26
.3
〜
R4
.3
）
を
見
る
と
、
樹
園
地
や
中
山
間
地
エ
リ
ア
が
多
い
市
町
村
で
集
積
率
が
伸
び
て
い
る
傾
向
。

畑
･樹

園
地

の
集

積
率

水
田

の
集

積
率

※
水
田
集
積
率

77
.3
％

※
畑
･樹
園
地
集
積
率

37
.4
％

遊
佐

町

酒
田

市

真
室

川
町 金

山
町

鮭
川

村
三

川
町

鶴
岡

市

庄
内

町

戸
沢

村
新

庄
市

最
上

町

舟
形

町 尾
花

沢
市

村
山

市

西
川

町
河

北
町

東
根

市

天
童

市
寒

河
江

市
大

江
町

朝
日

町
中

山
町

山
形

市
山

辺
町

白
鷹

町 南
陽

市
上

山
市

高
畠

町

長
井

市

小
国

町

川
西

町

飯
豊

町
米

沢
市

大
蔵

村
大

石
田

町

①
担

い
手

へ
の

集
積

率

【
H
26
.3
末
】

【
R4
.3
末
】

○
本
県
の
農
地
集
積
率
は
、
R3
年
度
末
:6
9.
0％

（
全
国
第

４
位
）
と
、
全
国
的
に
み
て
も
高
い
水
準
。

○
令
和
３
年
度
に
お
け
る
本
県
の
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地

バ
ン
ク
）
の
利
用
率
は
、
全
国
（
13
.2
％
）
に
比
べ
て
高
い
が
、

集
積
面
積
全
体
の
約
２
割
と
な
っ
て
い
る
（
23
.2
％
）
。

3.
3

9.
9

12
.8

14
.3

16
.2

17
.8

19
.9

23
.2

1.
1

4.
3

5.
9

7.
5

8.
9

10
.1

11
.7

13
.2

0510152025

0

10
00

20
00

30
00

40
00

50
00

60
00

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

R3

■
本

県
の

農
地

バ
ン

ク
の

取
扱

実
績

庄
内

置
賜

最
上

村
山

集
積

面
積

の
う

ち
農

地
バ

ン
ク

利
用

率
（
県

）
集

積
面

積
の

う
ち

農
地

バ
ン

ク
利

用
率

（
全

国
）

（
ha
）

（
%
）

2,
93
0

農
地

の
集

積
・

集
約

化
の

現
状

と
課

題

■
国

の
目

標
■

県
の

目
標

（
第

４
次

元
気

創
造

戦
略

）

⑤
人

・
農

地
な

ど
関

連
法

律
の

改
正

（
R4

.5
）

○
こ
れ
ま
で
は
市
町
村
と
し
て
の
集
積
・
集
約
に
着
目
さ
れ
て
お
り
、
水
田
・
樹
園
地
な
ど
の
農
地
の
利
用
形
態
や
平
場
と
中
山
間
地
の
別
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
に
着
目
し
た
集
積
手
法
の
評
価
・
検
証
が
不
十
分
。

【
出
典
】
第
4次

農
林
水
産
業
元
気
創
造
戦
略
（
山
形
県
）
、
日
本
再
興
戦
略
（
H2
5.
6閣

議
決
定
）
、

担
い
手
の
農
地
利
用
集
積
状
況
調
査
（
農
林
水
産
省
）
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
状
況
調
査
（
同
）

73
.1

【
出
典
】
担
い
手
の
農
地
利
用
集
積
状
況
調
査
（
農
林
水
産
省
）

国
土
地
理
院
承
認
（
平
14
総
複
第
14
9号

）

【
出
典
】
農
地
中
間
管
理
機
構
の
実
績
等
に
関
す
る
資
料
（
農
林
水
産
省
）

40
50

70
80

（
％
）

90
農
地
の
集
積
率

60

集 積 の 伸 び 率

○
H2
5か

ら
7年

間
の
集
積
率
（
横
軸
）
は
、
水
田
面
積
が
多
い
市
町
村
で
は
比
較
的
集
約
が
進

ん
で
い
る
が
（
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
、
Ⅲ
）
、
特
に
中
山
間
地
や
樹
園
地
が
多
い
市
町
村
で
は
県
全
体
の
集

積
率
よ
り
低
い
傾
向
（
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
、
Ⅳ
）
。

○
一
方
で
、
集
積
の
伸
び
率
（
縦
軸
）
を
見
る
と
、
樹
園
地
や
中
山
間
地
が
多
い
市
町
村
で
集
積

率
が
伸
び
て
い
る
傾
向
。

【
出
典
】
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
状
況
調
査
（
農
林
水
産
省
）
、
20
15
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
同
）

③
農

地
の

集
積

率
と

集
積

の
伸

び
率

④
農

地
中

間
管

理
機

構
の

状
況

①
農

地
集

積
の

状
況

（
山

形
県

及
び

全
国

）
②

各
市

町
村

に
お

け
る

農
地

集
積

の
状

況

集
積
率
は
低
い
が
、

伸
び
率
が
高
い

集
積
率
・
伸
び
率

と
も
に
高
い

集
積
率
・
伸
び
率

と
も
に
低
い

集
積
率
は
高
い
が
、

伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る

グ
ル

ー
プ

Ⅲ

10
0 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0

R6
県
目
標

2,
17
3

5,
10
5

2,
43
4

1,
48
4

1,
57
8

1,
31
8

1,
98
7

※
各
年
度
の
実
績
は
新
規
権
利
発
生
ベ
ー
ス

山
形
県

全
国

Ⅰ
人
･農
地
プ
ラ
ン
か
ら
地
域
計
画
へ

①
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
位

置
づ

け
の

変
更

・
「

地
域

計
画

」
法

定
化

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
市
町
村
が
策
定
す
る
計
画
と
し
て
法
定
化

②
農

地
利

用
の

姿
「

目
標

地
図

」
の

作
成

○
農
地
の
集
約
化
に
重
点
を
置
い
た
、
10
年
後
に
目
指
す
べ
き
農

地
の
効
率
的
・
総
合
的
な
利
用
の
姿
を
見
え
る
化

○
各
農
地
に
つ
い
て
、
認
定
農
業
者
、
多
様
な
経
営
体
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
体
等
の
利
用
者
を
明
確
化

○
市
町
村
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
で
、
集
落
の
農
地
に
つ
い

て
「
目
標
地
図
」
を
作
成
（
３
年
程
度
の
周
知
・
作
成
期
間
を

設
定
）

○
農
業
委
員
会
は
、
出
し
手
・
受
け
手
の
情
報
を
収
集
し
、
関
係

機
関
と
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
市
町
村
が
決
定
す
る
「
目
標

地
図
」
の
原
案
を
作
成

Ⅱ
「
目
標
地
図
」
の
実
現
に
向
け
た
集
約
化
の
促
進

③
農

地
バ

ン
ク

に
よ

る
賃

借
運

用
の

見
直

し
○

農
地
バ
ン
ク
を
経
由
す
る
手
法
は
、
分
散
農
地
を
ま
と
め
て

借
り
受
け
、
農
家
負
担
ゼ
ロ
の
基
盤
整
備
等
を
通
し
て
一
団
の

形
で
転
貸
す
る
こ
と
で
集
約
化
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

農
地
バ
ン
ク
経
由
の
転
貸
を
集
中
的
に
実
施
。
地
域
集
積
協
力

金
も
活
用
。

Ⅲ
人
材
の
確
保
と
育
成

④
人

の
確

保
・

育
成

○
県
に
よ
る
山
形
県
農
業
経
営
・
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

・
就
農
サ
ポ
ー
ト

就
農
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
や
就
農
相
談
等

・
経
営
サ
ポ
ー
ト
︓

円
滑
な
経
営
継
承
に
向
け
た
専
門
家
等
に
よ
る
支
援
等

（
県
全
体
︓
18
.9
pt
）

山
形
市

米
沢
市

鶴
岡
市

酒
田
市

新
庄
市

寒
河
江
市

上
山
市

村
山
市

長
井
市

天
童
市

東
根
市

尾
花
沢
市

南
陽
市

山
辺
町

中
山
町

河
北
町

西
川
町

朝
日
町

大
江
町

大
石
田
町

金
山
町

最
上
町

舟
形
町

真
室
川
町

大
蔵
村

鮭
川
村

戸
沢
村

高
畠
町

川
西
町

小
国
町

白
鷹
町

飯
豊
町

三
川
町 庄
内
町

遊
佐
町

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0■

農
地

の
集

積
率

と
伸

び
率

（
H

25
→

R3
）

●
水
田
が
全
耕
地
面
積
の
90
％
以
上
を
占
め
る
市
町
村

●
樹
園
地
が
全
耕
地
面
積
の
30
％
以
上
を
占
め
る
市
町
村

赤
字
中
山
間
地
が
全
耕
地
面
積
の
50
％
以
上
を
占
め
る
市
町
村

グ
ル

ー
プ

Ⅱ

グ
ル

ー
プ

Ⅰ

グ
ル

ー
プ

Ⅳ

（
県
全
体
︓
69
.0
％
）

（
ポ
イ
ン
ト
）
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ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
概

要
・

役
割

分
担



農
地

集
積

・
集

約
化

に
向

け
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
概

要

現
状

・
課

題
施

策
・

事
業

の
展

開
方

針

計
画
期
間

令
和
４
年
度
〜
令
和
６
年
度

基
本

方
針

Ⅰ
地

域
計

画
の

着
実

な
策

定
・

実
現

１
地
域
計
画
策
定
・
実
現
の
推
進
体
制
の
充
実

２
担
い
手
の
育
成
・
確
保

Ⅱ
個

別
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

み
の

強
化

１
樹
園
地
の
継
承
支
援

２
中
山
間
地
の
農
地
保
全
・
遊
休
農
地
等
の
有
効
活
用

成
果

指
標

①
：
農

地
の

集
積

率

年
度

R3
R9

目
標

69
.0

%
90

%

持
続

的
な

農
地

の
有

効
活

用

・
関
係
機
関
連
携
に
よ
る
地
域
伴
走
型
の
支
援
に
よ
り
、
地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
た
地
域
の
話
合
い
の
継
続
的

な
実
施
や
目
標
地
図
の
作
成
を
後
押
し

・
話
合
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
話
し
合
い
を
円
滑
に
進
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
や
優
良
・
先
進
事
例

の
横
展
開
等
を
通
し
た
、
県
内
全
域
に
お
け
る
話
合
い
の
加
速
化

・
動
機
付
け
か
ら
就
農
・
定
着
、
経
営
発
展
ま
で
の
各
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
に
よ
る
、
意
欲
あ
る

新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保

・
担
い
手
の
生
産
力
・
収
益
力
向
上
及
び
経
営
発
展
に
向
け
た
取
組
み
支
援
に
よ
る
、
地
域
農
業
を
牽
引
す
る
中

心
経
営
体
の
育
成

・
小
規
模
経
営
体
や
女
性
農
業
者
な
ど
の
多
様
な
経
営
体
に
対
す
る
発
展
の
状
況
や
取
組
み
に
応
じ
た
支
援
に
よ

る
、
地
域
農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
後
押
し

・
果
樹
生
産
地
の
代
表
者
等
に
よ
る
検
討
部
会
の
立
上
げ
、
現
地
検
討
会
を
通
し
た
樹
園
地
の
継
承
課
題
の
把
握

に
よ
る
円
滑
な
継
承
に
向
け
た
方
策
の
検
討

・
中
山
間
地
に
お
け
る
再
生
見
込
み
の
な
い
遊
休
農
地
等
の
有
効
活
用
方
法
の
検
討
に
よ
る
、
持
続
可
能
な
生
産

体
制
や
中
山
間
集
落
の
維
持
の
方
策
検
討

・
趣
旨
・
目
的
の
理
解
が
不
十
分

・
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
不
十
分

・
プ
ラ
ン
の
完
成
度
に
差
が
あ
る

・
話
合
い
の
進
め
方
が
わ
か
ら
な
い

人
･農

地
プ

ラ
ン

の
実

践
、

地
域

計
画

の
策

定
・

実
現

・
担
い
手
が
不
足

・
新
規
就
農
者
や
多
様
な
担
い
手
へ

の
支
援
が
不
十
分

担
い

手
の

確
保

・
手
続
の
煩
雑
さ
、
条
件
の
制
約
で
利
用

が
進
ま
な
い

・
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
が
不
十
分

農
地

中
間

管
理

事
業

（
農

地
バ

ン
ク

）

・
経
営
規
模
拡
大
が
困
難

・
水
田
に
比
べ
、
集
積
（
継
承
）
が

円
滑
に
進
ま
な
い

樹
園

地
・
耕
作
が
放
棄
さ
れ
る
農
地
が
増
加

・
耕
作
条
件
不
利
地
が
多
く
受
け
手
が

い
な
い

中
山

間
地

個
別

の
課

題

農
地

の
集

積
・

集
約

化

○
生
産
性
の
向
上
・
競
争
力
の
強
化
に
は
、
地
域
の
中
心
的
な
担
い
手
へ
の
一
層
の
農

地
集
積
・
集
約
化
が
重
要
で
あ
り
、
実
現
の
た
め
に
は
、

地
域

の
話

合
い

に
よ

り
実

質
化

を
進

め
た

「
人

・
農

地
プ

ラ
ン

」
の

着
実

な
実

践
が

必
要
。

○
平
場
の
水
田
地
帯
で
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
が
一
巡
し
た
地
域
が
多
い
。

一
方
で
、
中
山
間
地
域
や
畑
・
樹
園
地
で
の
活
用
は
十
分
で
な
く
、
地
域
計
画
の
策

定
を
進
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
耕
作
条
件
を
改
善
で
き
る
農
地

整
備
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

農
地

中
間

管
理

事
業

を
推

進
す

る
必

要
が
あ
る
。

〔
第
４
次
農
林
水
産
元
気
創
造
戦
略
「
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
･集
約
化
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
よ
り〕

市
町
村
・
農
業
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
計
画
策
定
に
係

る
地
域
の
話
合
い
の
強
力
な
推
進
及
び
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
内
全
域
で
農
地
中
間
管
理
機

構
の
活
用
を
促
進
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
推
進
す
る
。

地
域

計
画

の
策

定
・

実
現

に
よ

る
集

積
・

集
約

化
の

推
進

高
齢
化
に
よ
る
離
農
、
担
い
手
と
な
る
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
耕
作
が
放
棄
さ
れ

る
農
地
を
解
消
し
、
農
地
の
継
承
や
有
効
活
用
を
図
り
、
持
続
可
能
な
生
産
体
制
を

実
現
す
る
。

・
中
山
間
地
域
や
畑
・
樹
園
地
な
ど
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
が
遅
れ
て
い
る
地
域
で
耕
作
条
件
を
改
善
で
き

る
農
地
整
備
事
業
等
の
実
施
に
併
せ
農
地
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
を
促
進

・
市
町
村
や
農
業
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
で
の
話
合
い
、
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
内
全

域
で
の
農
地
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
を
促
進

３
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
促
進

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
践
、
地
域
計
画
の
策
定
・
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
山
形
県
農

地
集
積
・
集
約
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
、
具
体
的
な
支
援
施
策
を
検
討

・
基
盤
法
改
正
に
伴
う
地
域
計
画
の
策
定
に
よ
る
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
等
に
対
応
で
き
る
機
能
強
化

成
果

指
標

②
：
「
農

地
の

集
積

率
」
の

順
位

年
度

R3
R6

全
国

４
位

３
位

東
北

２
位

１
位
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
実

行
体

制
に

つ
い

て

○
目

的
実
質
化
が
完
了
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
、
新
た
に
策
定
す
る
「
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
の
連
携
・
推
進
体
制
の
機
能
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
の
話
し
合
い
の
継
続
と
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

○
支

援
体

制
の

イ
メ

ー
ジ

山
形

県
農

地
集

積
・

集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
（

R4
.2

.1
0設

置
）

【
内
容
】

・
県
全
体
の
現
状
・
課
題
の
整
理

・
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
、
地
域
計
画
の

策
定
・
実
現
に
向
け
た
支
援
策
の
検
討

・
関
係
機
関
が
連
携
し
た
支
援
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

☆
プ
ラ
ン
実
践
、
地
域
計
画
の
策
定
・

実
現
の
た
め
の
地
域
支
援
チ
ー
ム

（
策
定
に
向
け
た
地
域
の
話
し
合
い
・

目
標
地
図
の
作
成
支
援
等
）

★
地

域
の

課
題

解
決

に
重

点
化

し
た

検
討

チ
ー

ム
（
課
題
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
解
決
に
向
け
た

支
援
策
を
研
究
・
検
討
）

○
地
域
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

地
域
の
現
状
・
課
題
を
共
有

○
地
域
計
画
の
策
定
・
実
現
、
「
目
標

地
図
」
の
作
成
に
係
る
助
言

１
．
樹
園
地
継
承
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム

２
．
中
山
間
地
域
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム

農
業

委
員

会
・

市
町

村
支

援

検
討

結
果

報
告

課
題

テ
ー

マ
の

設
定

・
検

討

地
域
伴
走
型
支
援

課
題
解
決
型
支
援

検
討

結
果

報
告

〈
主

な
所

掌
事

務
〉

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
、
地
域
計
画
の
策
定
・
実
現
に
向
け
た
支
援
施
策
の
検
討

○
農
地
の
集
積
・
集
約
に
向
け
た
推
進
方
針
の
策
定

○
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
・
分
析
お
よ
び
解
決
に
向
け
た
支
援
策
の
検
討
・
具
体
化

〇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
状
況
の
把
握
、
取
組
み
の
評
価
・
検
証

○
優
良
事
例
の
県
全
域
へ
の
普
及
拡
大

〈
会

長
〉
山
形
県
農
林
水
産
部

技
術
戦
略
監

〈
構

成
員

〉
地
域
の
農
業
委
員
会
代
表
（
寒
河
江
市
農
業
委
員
会
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
、
米
沢
市
農
業
委
員
会
、

鶴
岡
市
農
業
委
員
会
）
、
市
町
村
代
表
（
山
形
市
、
長
井
市
、
尾
花
沢
市
、
庄
内
町
）
、
山
形
県
農

業
協
同
組
合
中
央
会
、
(公
財
)や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
山
形
県
農
地
中
間
管
理
機
構
）
、

(一
社
)山
形
県
農
業
会
議
、
山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
、
山
形
県
農
林
水
産
部
（
県
産
米
ブ

ラ
ン
ド
推
進
課
、
農
業
技
術
環
境
課
、
園
芸
大
国
推
進
課
）
山
形
県
各
総
合
支
庁
（
農
業
振
興
課
）

〈
事

務
局

〉
(公
財
)や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
山
形
県
農
地
中
間
管
理
機
構
）
、
(一
社
)山
形
県
農
業

会
議
、
山
形
県
農
林
水
産
部
（
農
業
経
営
・
所
得
向
上
推
進
課
、
農
村
整
備
課
）

山
形

県
農

地
集

積
・

集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議

支
援

・
検

討
チ

ー
ム

の
構

成

【
地

域
伴

走
型

】
地

域
支

援
チ

ー
ム

【
目
的
】

人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
行
、
地
域
計
画
の
策
定
・
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
市
町
村
の
要
請

に
基
づ
い
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援

【
チ
ー
ム
長
】

各
総
合
支
庁
（
農
業
振
興
課
）

【
構
成
員
】
各
総
合
支
庁
関
係
各
課
、
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
農
業
会
議

等

【
課

題
解

決
型

①
】

樹
園

地
継

承
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

【
目
的
】

果
樹
王
国
や
ま
が
た
再
生
・
強
靭
化
協
議
会
と
連
携
し
、
樹
園
地
の
円
滑
な
継
承
に
向

け
た
支
援
策
等
を
検
討

【
チ
ー
ム
長
】

山
形
県
（
農
業
経
営
・
所
得
向
上
推
進
課
）

【
構
成
員
】

市
町
村
農
業
委
員
会
・
農
林
所
管
課
代
表
、
JA
、
生
産
者
代
表
、
山
形
県
農
林
水
産

部
・
各
総
合
支
庁
、
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

等

【
課

題
解

決
型

②
】

中
山

間
地

域
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

【
目
的
】
中
山
間
地
が
抱
え
る
特
有
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
農
地
の
有
効
活
用
策
等
を
検
討

【
チ
ー
ム
長
】

山
形
県
農
業
会
議

【
構
成
員
】

市
町
村
農
業
委
員
会
・
農
林
主
管
課
代
表
、
JA
、
生
産
者
代
表
、
山
形
県
農
林
水
産

部
・
各
総
合
支
庁

等

３
．
農
地
バ
ン
ク
機
能
強
化
検
討
チ
ー
ム

【
課

題
解

決
型

③
】

農
地

バ
ン

ク
機

能
強

化
検

討
チ

ー
ム

【
目
的
】
農
地
バ
ン
ク
の
機
能
強
化
に
関
す
る
対
応
等
を
検
討

【
チ
ー
ム
長
】

山
形
県
（
農
村
整
備
課
）

【
構
成
員
】

や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、
農
業
会
議
、
山
形
県
農
林
水
産
部

等
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山
形

県
農

地
集

積
・

集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
の

役
割

分
担

組
織

・
団

体
主

な
役

割

（
一
社
）
山
形
県
農
業
会
議

・
各
農
業
委
員
会
へ
の
助
言
（
話
し
合
い
の
サ
ポ
ー
ト
）

・
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
委
員
向
け
研
修
会
の
開
催

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
支
援

農
業
委
員
会

・
地
域
の
話
合
い
へ
の
積
極
的
な
参
加
・
助
言

・
出
し
手
・
受
け
手
の
情
報
収
集

・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

・
市
町
村
等
と
連
携
し
目
標
地
図
の
原
案
を
作
成

市
町
村

・
地
域
の
話
合
い
を
踏
ま
え
た
地
域
計
画
の
策
定

・
地
域
住
民
へ
の
理
解
促
進

・
目
標
地
図
の
作
成

（
公
財
）
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

・
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
推
進

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
支
援

・
地
域
連
携
推
進
員
に
よ
る
話
し
合
い
へ
の
参
画
・
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
支
援

・
農
業
経
営
・
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
お
け
る
相
談
対
応
・
情
報
収
集

山
形
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

・
各
地
域
の
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
支
援

各
農
業
協
同
組
合

・
組
合
員
の
相
談
窓
口
と
し
て
出
し
手
・
受
け
手
の
情
報
収
集

・
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

・
基
盤
整
備
実
施
（
予
定
）
地
区
へ
の
情
報
提
供

・
基
盤
整
備
実
施
（
予
定
）
地
区
の
集
積
・
集
約
化
に
対
す
る
助
言
・
指
導

山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
各
支
所

・
基
盤
整
備
予
定
地
区
の
相
談
窓
口
と
し
て
情
報
収
集

県

農
業
経
営
・
所
得
向
上
推
進
課

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
及
び
研
修
会
の
開
催

・
支
援
体
制
の
全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
支
援

県
産
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

・
米
関
連
施
策
の
支
援

農
業
技
術
環
境
課

・
普
及
組
織
に
よ
る
担
い
手
の
規
模
拡
大
と
法
人
化
・
集
落
営
農
等
に
係
る
支
援

園
芸
大
国
推
進
課

・
園
芸
関
連
施
策
の
支
援

農
村
整
備
課

・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
、
農
地
中
間
管
理
関
連
事
業
の
活
用
推
進

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
支
援

各
総
合
支
庁

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
地
域
伴
走
型
支
援
を
展
開

・
管
内
市
町
村
の
取
組
み
の
把
握
や
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援

8



地
域

支
援

チ
ー

ム
の

役
割

分
担

組
織

・
団

体
主

な
役

割

各
総
合
支
庁

農
業
振
興
課

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
運
営

・
地
域
の
現
状
把
握
・
課
題
の
整
理
・
情
報
共
有

・
地
域
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

農
業
技
術
普
及
課

・
担
い
手
の
規
模
拡
大
や
集
落
営
農
組
織
法
人
化
等
へ
の
支
援

・
新
規
就
農
者
や
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
支
援

農
村
計
画
課

・
農
地
中
間
管
理
事
業
と
基
盤
整
備
事
業
を
一
体
的
に
推
進

・
基
盤
整
備
予
定
地
区
の
情
報
共
有

農
村
整
備
課

・
基
盤
整
備
実
施
地
区
に
お
け
る
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
推
進

・
基
盤
整
備
実
施
地
区
の
情
報
共
有

（
一
社
）
山
形
県
農
業
会
議

・
各
農
業
委
員
会
へ
の
助
言
（
話
合
い
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

・
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
委
員
向
け
研
修
会
の
開
催

・
地
域
の
話
合
い
の
支
援
（
話
合
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
）

（
公
財
）
や
ま
が
た
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー

・
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
促
進

・
地
域
連
携
推
進
員
に
よ
る
話
し
合
い
へ
の
参
画
・
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
支
援

山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
各
支
所

・
基
盤
整
備
実
施
を
契
機
と
し
て
集
積
・
集
約
化
の
推
進

・
基
盤
整
備
予
定
地
区
の
相
談
窓
口
と
し
て
の
情
報
収
集

県
農
業
経
営
・
所
得
向
上
推
進
課

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
連
絡
会
議
の
開
催

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
運
営
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

9



地
域

の
農

業
者

地
域

支
援

チ
ー

ム
の

概
要

に
つ

い
て

地
域

支
援

チ
ー

ム

Ｊ
Ａ

市
町

村
農

業
委

員
会

支
援
要
請

支
援

地
域

の
話

合
い

活
動

、
集

積
・

集
約

各
総

合
支

庁
農
業
振
興
課
、
農
業
技
術
普
及
課
、

農
村
計
画
課
、
農
村
整
備
課

農
地

中
間

管
理

機
構

や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

農
業

会
議

土
地

連

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

伴
走

支
援

１
趣

旨
山
形
県
農
地
集
積
・
集
約
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た

支
援
施
策
・
推
進
方
針
に
基
づ
き
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
、
地
域
計
画

の
策
定
・
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
、
市
町
村
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
関
係

機
関
が
連
携
し
て
、
地
域
伴
走
型
の
支
援
を
実
施
す
る
。

２
構

成
メ

ン
バ

ー
・
県
総
合
支
庁
（
農
業
振
興
課
、
農
業
技
術
普
及
課
、
農
村
計
画
課
、

農
村
整
備
課
）

・
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

・
農
業
会
議

・
土
地
連
等

３
支

援
内

容
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
、
地
域
計
画
の
策
定
・
実
現
、
農
地
集
積
・

集
約
化
の
た
め
に
必
要
な
支
援
（
助
言
等
）

（
例
）
・
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
地
域
の
話
合
い
の
進
め
方

・
目
標
地
図
の
作
成
に
係
る
助
言

・
活
用
で
き
る
事
業
の
情
報
提
供

・
他
市
町
村
の
事
例
紹
介

等

４
地

域
支

援
チ

ー
ム

の
活

動
イ

メ
ー

ジ
（
想

定
）

0
現

状
の

整
理

・
地
域
支
援
チ
ー
ム
内
で
既
に
把
握
し
て
い
る
情
報
を
共
有

・
課
題
の
洗
い
出
し

１
課

題
･要

望
の

把
握

・
普
段
か
ら
市
町
村
、
農
業
委
員
会
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
実

行
や
地
域
計
画
策
定
に
よ
る
集
積
・
集
約
化
の
取
組
み
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
課
題
や
要
望
の
把
握
に
努
め
る
。

・
関
係
機
関
で
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、
可
能
な
支
援
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う
。

２
支

援
方

針
の

検
討

・
関
係
機
関
が
話
合
い
、
課
題
の
明
確
化
と
、
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
支
援
方

針
や
、
市
町
村
等
が
求
め
る
支
援
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
各
関
係
機
関
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、

単
発
・
限
定
的
な
支
援
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う

工
夫
す
る
。

３
支

援
内

容
の

決
定

・
要
望
の
あ
っ
た
市
町
村
、
農
業
委
員
会
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
支
援
チ
ー

ム
と
し
て
の
支
援
方
針
を
共
有
す
る
。

・
必
要
に
応
じ
、
追
加
の
要
望
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、
具
体
的
な
支
援
の

方
法
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
う
。

４
支

援
の

実
施

・
決
定
し
た
支
援
方
法
に
沿
っ
て
支
援
を
実
施
す
る
。

５
結

果
検

討
･報

告
・
実
施
し
た
支
援
の
結
果
を
ま
と
め
、
関
係
機
関
で
共
有
す
る
。

実
施
後
の
反
省
点
や
次
回
へ
の
課
題
を
明
確
化
し
、
次
回
以
降
の
支
援
策
を
検
討

す
る
際
の
改
善
点
と
す
る
。

※
必
要
に
応
じ
て
地
域
支
援
チ
ー
ム
間
の
情
報
交
換
を
行
う
。

フ ィ ー ド バ ッ ク

土
地

改
良

区

1
0



令
和

５
年

度
の

取
組

内
容



令
和

５
年

度
の

主
な

取
組

内
容

及
び

活
動

目
標

○
樹

園
地

継
承

の
課

題
解

決
に

向
け

た
検

討
の

実
施

・
果
樹
産
地
の
代
表
者
等
に
よ
る
検
討
部
会
に
お
い
て
、
円
滑
な
継
承
手
法
と
担
い
手
不
在
樹
園
地
の
中
間
管
理
の
体
制
等

に
つ
い
て
検
討

○
実

施
体

制
の

支
援

・
農
地
集
積
・
集
約
加
速
化
支
援
事
業
費
補
助
金
（
財
源
:地
域
計
画
策
定
推
進
緊
急
対
策
事
業
）
に
よ
る
地
域
計
画
策
定
に

係
る
臨
時
職
員
配
置
等
へ
の
支
援

○
推

進
体

制
の

機
能

強
化

、
地

域
伴

走
型

支
援

の
展

開
・
農
地
集
積
･集
約
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、
地
域
支
援
チ
ー
ム
の
運
営

・
地
域
計
画
策
定
や
集
積
・
集
約
化
の
先
行
地
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
横
展
開
（
事
例
発
表
型
の
研
修
会
）

○
地

域
に

お
け

る
話

合
い

の
加

速
化

・
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
市
町
村
の
取
組
み
を
伴
走
支
援

・
地
域
計
画
及
び
目
標
地
図
策
定
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催

・
地
域
計
画
策
定
に
対
す
る
農
業
者
等
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
向
け
た
県
政
テ
レ
ビ
等
に
よ
る
広
報
の
実
施

○
新

規
就

農
・

経
営

発
展

及
び

多
様

な
担

い
手

に
向

け
た

支
援

・
就
農
前
研
修
、
経
営
開
始
の
初
期
段
階
の
資
金
交
付
等
各
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

・
認
定
新
規
就
農
者
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
へ
の
農
業
用
機
械
、
施
設
等
の
導
入
経
費
補
助

・
多
様
な
人
材
に
よ
る
経
営
継
承
に
向
け
、
お
試
し
就
農
支
援
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
、
助
成
な
ど
の
実
施

・
集
落
営
農
の
活
性
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
、
人
材
の
確
保
、
共
同
利
用
機
械
の
導
入
等
の
取
組
み
へ
の
補
助

・
地
域
農
業
の
維
持
発
展
を
目
指
す
農
業
者
組
織
・
団
体
、
小
規
模
経
営
体
、
新
規
就
農
者
、
女
性
農
業
者
等
の
取
組
み
に

応
じ
た
助
成

○
山

形
県

農
業

経
営

･就
農

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
経

営
・

就
農

サ
ポ

ー
ト

・
法
人
化
、
経
営
継
承
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

・
就
農
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
や
就
農
相
談
、
就
農
候
補
市
町
村
と
の
調
整

主
な

取
組

内
容

Ⅰ
-１

地
域

計
画

策
定

・
実

現
の

推
進

体
制

の
充

実
（

P.
12

）

Ⅰ
-２

担
い

手
の

育
成

・
確

保
（

P.
13

）

Ⅰ
-３

農
地

バ
ン

ク
の

活
用

促
進

（
P.

14
）

Ⅱ
個

別
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

み
（

P.
15

~
16

）

○
地

域
の

話
合

い
を

踏
ま

え
た

活
用

の
展

開
・
地
域
の
話
合
い
を
踏
ま
え
た
地
域
計
画
策
定
に
よ
り
、
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化
の
推
進

・
営
農
法
人
設
立
、
農
地
備
事
業
な
ど
の
地
域
の
話
し
合
い
の
場
で
の
制
度
周
知
に
よ
り
、
地
域
で
の
活
用
を
誘
導

（
地
域
連
携
推
進
員
の
参
画
）

・
農
地
バ
ン
ク
を
通
じ
て
集
積
・
集
約
化
に
取
り
組
む
地
域
等
へ
協
力
金
を
交
付

○
農

地
整

備
事

業
と

の
連

携
に

よ
る

農
地

バ
ン

ク
の

効
果

的
な

運
用

を
展

開
・
農
地
バ
ン
ク
を
フ
ル
活
用
（
全
農
地
貸
付
）
し
た
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
を
推
進

・
農
地
整
備
事
業
地
区
で
の
所
有
者
不
明
農
地
等
の
農
地
バ
ン
ク
権
利
設
定
手
続
き
を
支
援

・
農
地
整
備
事
業
効
果
発
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

R
５

年
度

活
動

目
標

①
地
域
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

【
８
地
区
】

②
地
域
計
画
の
策
定
完
了
地
区
数
（
令
和
５
年
度
末
）

【
11
5地

区
】

③
地
域
計
画
・
目
標
地
図
策
定
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催

【
令
和
５
年
９
月
ま
で
】

①
新
規
就
農
者
数 【
37
0名

以
上
】
（
R4
実
績
︓
35
8名

）

②
多
様
な
担
い
手
へ
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
補
助
事
業
に

よ
る
支
援
件
数

【
40
件
】
（
R4
実
績
︓
40
件
）

①
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
の
整
備
面
積

【
70
ha
】
（
R3
実
績
︓
42
ha
）

②
農
地
バ
ン
ク
に
よ
る
農
地
貸
付
面
積

【
実
績
貸
付
面
積
︓
26
,0
00
ha
】

（
R3
ま
で
実
績
︓
19
,0
00
ha
）

①
モ
デ
ル
市
町
に
お
け
る
新
規
参
入
者
の
受
入
体
制
強
化

【
２
市
町
】

②
担
い
手
不
在
の
樹
園
地
に
お
け
る
経
営
継
承
ス
キ
ー
ム

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
提
案 【
令
和
５
年
10
月
ま
で
】

①
有
効
活
用
方
策
実
施
に
係
る
課
題
解
決
を
図
る
た
め
の

勉
強
会
を
開
催

【
令
和
５
年
７
月
ま
で
】

②
モ
デ
ル
２
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
方
策

と
労
働
力
確
保
対
策
の
検
討
・
提
案

○
中

山
間

地
域

に
お

け
る

農
地

の
有

効
活

用
方

法
検

討
の

実
施

・
再
生
見
込
み
の
な
い
遊
休
農
地
の
保
全
管
理
に
よ
る
有
効
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討

・
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
た
鳥
獣
緩
衝
地
な
ど
新
た
な
活
用
方
策
の
検
討

○
農

地
バ

ン
ク

機
能

強
化

検
討

チ
ー

ム
に

お
け

る
検

討
の

実
施

・
基
盤
法
等
の
改
正
に
よ
り
市
町
村
の
利
用
集
積
計
画
が
、
農
地
バ
ン
ク
の
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
市
町
村
か
ら
権
限
移
譲
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
を
検
討

○
農

地
バ

ン
ク

機
能

強
化

検
討

チ
ー

ム
に

お
け

る
検

討
の

実
施

（
再

掲
）

1
1



 

取
組
項
目
 

１
 
地
域
計
画
策
定
・
実
現
の
推
進
体
制
の
充
実
 

 
施
策
展
開
の
方
向
性
 

 

山
形

県
農

地
集

積
・

集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
を

設
置

し
、
関
係

機
関

に
よ

る
地

域
伴

走
型
の

支
援

に
よ

り
、
人
・
農

地
プ

ラ
ン

の
実

践
、
地
域

計
画
の

策
定
・
実
現

に
向

け
た

地
域

の
話

合
い

の
継

続
的

な
実

施
や

目
標

地
図

の
作

成
を

後
押

し
す

る
。

 
 

 
話

合
い

の
進

め
方

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

、
地

域
計

画
策

定
に

関
す

る
研

修
会

や
優

良
・
先
進
事

例
の
横

展
開

等
を

通
し

、
県

内
全

域
に

お
け

る
話

合
い

を
加

速
化
す

る
。

 

  
令
和
５
年
度
の
活
動
目
標
 

 

①
 

地
域

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

支
援

 

【
８

地
区

】
 

②
 

地
域

計
画

の
策

定
完

了
地

区
数

（
令
和

５
年

度
末

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
11
5
地
区

】
 

③
 

地
域

計
画
・
目
標

地
図

策
定

に
関

す
る
研

修
会

の
開

催
 

【
令

和
５

年
９

月
ま

で
】
 

 

 

取
組
内
容
 

取
組
年
度
 

取
組
主
体
 

関
連
予
算
 

R
4
 
R
5
 

R
6
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
運

営
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

会
議

、
農

業
支

援
セ

ン

タ
ー
、

JA
中
央
会
、
土

地
連
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

を
開

催
し

、
具

体
的

な

施
策
の
協
議
・
検
討

、
取
組
み
の
評
価
・
検
証
を

実
施

 

地
域

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

支
援

 
○

 
○

 
○

 
総

合
支

庁
、

農
業

支
援

セ
ン
タ
ー
、
農
業
会
議
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

市
町

村
か

ら
の

要
請

に
応

じ
、

地
域

支
援

チ

ー
ム
に
よ
る
伴
走
型
の
支
援
を
実
施

 
フ

ァ
シ
リ

テ
ー

タ
ー

の
育

成
 

○
 

 
 

農
業
会
議
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

機
構
集
積
支
援
事
業
 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を
開
催
し
、
話

合
い

を
牽

引
し

ま
と

め
る

役
割

を
担

う
人

材
を

育
成

 
地

域
計

画
・

目
標

地
図

策
定

に
関

す
る

研
修

会
 

 
○

 
〇
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
農
業

会
議
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

機
構
集
積
支
援
事
業
 

農
業
委
員
会
職
員
や
農
業
委
員
・
推
進
委
員
、

市
町

村
職

員
等

を
対

象
に

地
域

計
画

に
関

す
る

研
修
会
を
開
催

 
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
話

合
い

の
支

援
 

○
 

○
 

○
 

市
町
村
、
農
業
委
員
会
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

話
合

い
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
専

門
家

の

活
用
、
目
標
地
図
の
作
成
・
検
討
や
地
域
計
画
の

策
定
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施

 

優
良

事
例

の
横

展
開
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

地
域
計
画
策
定
の
話
合
い
や
集
積
・
集
約
化
の

先
進
・
優
良
事
例
を
収
集
し
事
例
発
表
型
の
研
修

会
を
開
催
、
県
内
へ
の
横
展
開
を
図
る

 

話
合

い
の

進
め

方
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作
成
 

○
 

 
 

農
業
会
議
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

地
域

に
お

け
る

話
合

い
を

円
滑

に
進

め
る

た

め
、

標
準

的
な

話
合

い
の

進
め

方
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作
成

 

 

取
組

分
類
 

Ⅰ
地
域
計
画
の
着
実
な
策
定
・
実
現

 

1
2



  

取
組
項
目
 

２
 
担
い
手
の
育
成
・
確
保
 

 
施

策
展

開
の

方
向
性
 

 

農
地

の
受

け
手

で
あ

る
担

い
手

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

生
産

力
・

収
益

力
の

向
上

及
び

経
営

発
展

に
向

け
た

取
組

み
の

支
援

に
よ

り
、

地
域

農
業

を
牽

引
す

る
中

心
経

営
体

を
育

成
し

、
農

地
の

集
積

・
集

約
化

を
推
進

す
る

。
 

 ま
た

、
小

規
模

経
営

体
や

女
性

農
業

者
な

ど
の

多
様

な
経

営
体

の
取

組
み

へ
の

支
援

を
行

い
、

地
域

農
業

の
持

続
的

な

発
展

を
後

押
し

す
る

。
 

  
令

和
５

年
度

の
活
動

目
標
 

 

①
 

新
規

就
農

者
数
 

【
3
7
0
名

以
上

】（
R
4
実

績
：
3
5
8
名
）
 

②
 

多
様

な
担

い
手

へ
の

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
型

補
助

事
業

に
よ

る
支

援
件

数
 

 
 【

40
件

】（
R4

実
績
：
40

件
） 

 

 

取
組

内
容
 

取
組

年
度
 

取
組

主
体
 

関
連

予
算
 

R
4
 
R
5
 
R
6
 

新
規

就
農

者
支

援
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
 
等
 

〈
国
庫
補
助
〉
 

新
規

就
農

者
育

成
総

合

対
策
事
業
費
 

〈
県
単
事
業
〉

 
元

気
な

農
業

人
材

確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
 

就
農
前
研
修
、
経
営
開
始
の
各
段
階
に
応
じ

た
生
活
資
金
等
の
支
援
、
移
住
者
や

U
タ
ー
ン

者
等
を
対

象
と
し

た
お

試
し
就

農
、

U
タ

ー
ン

就
農
者
や
半
農
半

X
等
を
対
象
と
し
た
経
営
継

承
へ
の
支
援
を
実
施

 

経
営

発
展

支
援
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
 
等
 

〈
国
庫
補
助
〉
 

経
営
体
育
成
・
発
展
支
援

事
業
費
 

〈
県
単
事
業
〉

 
元

気
な

農
業

人
材

確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
 

認
定
新
規
就
農
者
や
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
経
営

体
等
へ
の

農
業

用
機
械

・
設

備
導
入

経
費
、

集

落
営
農
の

活
性

化
に
向

け
た

ビ
ジ
ョ

ン
づ
く

り

等
の
補
助
を
通
し
て
経
営
発
展
を
支
援

 

多
様

な
担

い
手

へ
の

支
援
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
 
等
 

〈
県
単
事
業
〉
 

元
気

な
地

域
農

業
担

い

手
育
成
支
援
事
業
費
 

元
気

な
農

業
人

材
確

保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
 

地
域

農
業

の
維

持
発

展
を

目
指

す
小

規
模

経

営
体
、
新

規
就

農
者
、

女
性

農
業
者

等
の
取

組

み
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
助
成

、U
タ

ー
ン
就
農
者
や
半
農
半

X
等
を
対
象
と
し
た
経

営
継
承
へ
の
支
援
（
再
掲
）
を
実
施

 

農
業

経
営

・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に
お

け
る

経
営

・
就

農
相

談
 

○
 

○
 

○
 

県
庁

、
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
、
農
業
会
議
 

〈
国
庫
補
助
〉
 

農
業
経
営
・
就
農
支
援
体

制
整
備
推
進
事
業
費
 

〈
県
単
事
業
〉

 
元

気
な

農
業

人
材

確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
 

・
 就

農
相
談
窓
口
の
設
置
、
運
営

 
・

 専
門
家
派
遣
に
よ
る
法
人
化
に
向
け
た
計
画

 
策
定
支
援
の
実
施

 
・

 ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
（
県
）
や
市
町
村
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
・
強
化
 
等

 

 

取
組

分
類
 

Ⅰ
地
域
計
画
の
着
実
な
策
定
・
実
現

 

1
3



 

取
組
項
目
 

３
 
農
地
バ
ン
ク
の
活
用
促
進
 

 
施

策
展

開
の

方
向
性
 

 
市

町
村

や
農

業
委

員
会

等
に

よ
る

地
域

で
の

話
合

い
、

マ

ッ
チ

ン
グ

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

県
内

全
域

で
農

地

バ
ン

ク
制

度
の

活
用

を
促

進
し

、
農
地

集
積
・
集

約
化

を
推
進

す
る

。
 

中
山

間
地

域
や

畑
・
樹
園

地
な
ど

担
い
手

へ
の

集
積
・
集

約

化
が

遅
れ

て
い

る
地

域
で

耕
作

条
件

を
改

善
で

き
る

農
地

整

備
事

業
等

の
実

施
に

併
せ

農
地

バ
ン

ク
を

活
用

す
る

こ
と

で

農
地

集
積

・
集

約
化

を
推

進
す

る
。

 

  
令

和
５

年
度

の
活
動

目
標
 

 

①
 

機
構

関
連

農
地

整
備

事
業

の
整

備
面
積
 

【
7
0
h
a】
（

R3
実
績

：
6
6
h
a）

 

②
 

農
地

バ
ン

ク
に

よ
る

農
地

貸
付

面
積
 

 
【

実
績

貸
付

面
積

：
26
,
0
00
h
a
】
 

（
R
3
ま

で
実

績
：

1
9
,0
0
0
ha
）

 
 

 

取
組

内
容
 

取
組

年
度
 

取
組

主
体
 

関
連

予
算
 

R
4
 
R
5
 
R
6
 

地
域
の
話

合
い
の
場

で
の
制
度

周
知
・
活
用
を

展
開
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

会
議
、
農
地
中
間
管
理
機

構
（

農
業

支
援

セ
ン

タ

ー
）、

JA
中
央
会
、
土
地

連
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

農
地
集
積
・
集
約
化
対
策

事
業
費
補
助
金

 

農
地

整
備

事
業

導
入

や
営

農
法
人
設

立
に
向

け
た

話
し

合
い

に
農

地
バ
ン
ク

地
域

連
携

推
進

員
が

参
画

し
、

制
度

説
明
及
び

事
業

進
捗

等
の

タ
イ

ミ
ン

グ
に

合
わ

せ
た
効
果

的
な

農
地

バ
ン

ク
活
用
を
誘
導
 

地
域

で
の

取
り

組
み

を
支

援
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

農
地
集
積
・
集
約
化
対
策

事
業
費
補
助
金

 

・
 
ま

と
ま

っ
た

農
地

を
農

地
バ

ン
ク

に
貸

し
付

け

て
農

地
集

積
・
集

約
化

を
図

る
地

域
に

地
域

集

積
協

力
金

を
交

付
 

・
 

農
地

バ
ン

ク
か

ら
の

転
貸

（
農

地
の

交
換

）
に

よ
り

農
地

の
集

約
化

を
図

る
地

域
に

集
約

化
奨

励
金

を
交

付
 

農
地

整
備

事
業

と
の

連
携
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、
土
地
連
 

 
農

地
バ

ン
ク

を
フ

ル
活

用
（

事
業
エ

リ
ア
の

全
農

地
を

農
地

バ
ン

ク
へ
貸
付

け
）

し
た

機
構

関
連
農
地
整
備
事
業
等
を
推
進

 

農
地

バ
ン

ク
の

効
果

的
な

運
用

展
開
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、
土
地
連
 

 
・
 

農
地

整
備

事
業

地
区

で
の

所
有

者
不

明
農

地
等

の
農

地
バ

ン
ク

権
利

設
定

手
続

き
支

援
 

・
 

農
地

整
備

事
業

効
果

発
現

に
向

け
た

地
域

づ
く

り
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
 

検
討
チ
ー

ム
に
お

け
る
検

討
の
実

施
 
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
農
業
会
議
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
 

 
市

町
村

の
利

用
集

積
計

画
が

、
農
地

バ
ン
ク

の
農

用
地

利
用

集
積

等
促
進
計

画
に

統
合

さ
れ

る
こ

と
に

伴
い

、
市

町
村
か
ら

権
限

移
譲

の
希

望
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
を
検
討

 
 

 

取
組

分
類
 

Ⅰ
地
域
計
画
の
着
実
な
策
定
・
実
現

 

1
4



 

取
組
項
目
 

１
 
樹
園
地
の
継
承
支
援
 

 
施

策
展

開
の

方
向
性
 

 

 
水

田
に

比
べ

集
積

率
が

低
い

樹
園

地
の

継
承

を
円

滑
に

進

め
る

た
め

の
方

策
を

検
討

し
、

県
全

体
の

集
積

率
向

上
を

図
る

と
と
も

に
、
高
品

質
な

果
樹

の
生
産

力
を

維
持

し
、「

果
樹

王
国

や
ま

が
た

」
の

地
位

を
堅

持
す
る

。
 

  
令

和
５

年
度

の
活
動

目
標
 

 

①
  

モ
デ

ル
市

町
に

お
け

る
新

規
参

入
者
受

入
体

制
強

化
 

【
２

市
町

】
 

②
  

担
い

手
不

在
の

樹
園

地
に

お
け

る
経

営
継

承
ス

キ
ー

ム
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

に
提

案
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
令

和
５
年

10
月
ま

で
】
 

 

 

取
組

内
容
 

取
組

年
度
 

取
組

主
体
 

関
連

予
算
 

R
4
 
R
5
 
R
6
 

樹
園

地
継

承
の

課
題

解
決

方
策

の
検
討
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、

JA
、

生
産
者
代
表

、
や
ま
が
た

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

・
 課

題
解
決
の
た
め
の
検
討
部
会
の
立
上
げ
、

有
効
な
方
策
の
検
討

 
・

 現
地
検
討
会
の
実
施
に
よ
る
課
題
の
把
握

 

個
別
課
題

解
決
検

討
チ
ー

ム
に
よ

る
支
援
 

 
○

 
○

 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、

JA
、

生
産
者
代
表

、
や
ま
が
た

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

地
域

計
画

策
定

推
進

緊

急
対
策
事
業
 

樹
園
地
が
抱
え
る
課
題
（
特
に
、
担
い
手
不
足

の
樹

園
地

に
お

け
る

中
間

管
理

の
体

制
整

備
）

を
解
決
す
る
た
め
、
支
援
策
等
を
検
討
し
実
施

 

先
行
投
資

型
果
樹

園
の
整

備
へ
の

支
援
 

○
 

○
 

○
 

J
A、

農
業
法
人
、
農
業
団

体
等
 

〈
県
単
事
業
〉
 

果
樹

王
国

や
ま

が
た

再

生
戦
略
推
進
事
業
費
 

樹
園

地
の

継
承

に
向

け
た

、
先

行
投

資
に

よ

る
リ

ー
ス

型
果

樹
園

の
整

備
に

対
す

る
支

援
を

実
施

 

果
樹

用
ハ

ウ
ス

の
長

寿
命

化
へ

の
支
援
 

○
 

 
 

J
A、

農
業
法
人
、
農
業
団

体
等
 

〈
県
単
事
業
〉
 

魅
力

あ
る

園
芸

や
ま

が

た
所

得
向

上
支

援
事

業

費
 

樹
園

地
の

継
承

も
見

据
え

た
、

果
樹

用
ハ

ウ

ス
の
長
寿

命
化

を
図
る

た
め

の
再
整

備
・
改

修

に
対
す
る
支
援
を
実
施

 
 

 

取
組

分
類
 

Ⅱ
個

別
課
題

の
解
決

に
向
け
た

取
組

み
 

1
5



 

取
組
項
目
 

２
 
中
山
間
地
の
農
地
保
全
・
遊
休
農
地
等
の
有
効
活
用
 

 
施

策
展

開
の

方
向
性
 

 

中
山

間
地

に
お

い
て

、
高

齢
化

に
よ

る
離

農
や

担
い

手
人

口
の

減
少

等
に

よ
り

生
じ

た
遊

休
農

地
を

解
消

し
、

持
続

可
能

な
生

産
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
農

地
の

有
効

活
用

を
目

指
す

。
 

  
令

和
５

年
度

の
活
動

目
標
 

 

①
  

有
効

活
用

方
策

実
施

に
係

る
課

題
解
決

を
図

る
た

め

の
勉

強
会

を
開

催
 

【
令

和
５

年
７

月
ま

で
】

 
 

 
 

②
  

モ
デ

ル
２

地
域

に
お

け
る

遊
休

農
地

の
有

効
活

用
方

策
と

労
働

力
確

保
対

策
の

検
討

・
提
案

 
 

 
 
 

 

 

取
組

内
容
 

取
組

年
度
 

取
組

主
体
 

関
連

予
算
 

R
4
 
R
5
 
R
6
 

中
山

間
地

に
お

け
る

農
地

の
有

効
活
用
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

会
議

、
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
、

JA
、
土
地
改
良
区

、

地
域
協
議
会
（
若
手
農
業

者
の
会

、
生
産
組
合
連
絡

会
議

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

等
）
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

機
構
集
積
支
援
事
業
 

 

・
 遊

休
農

地
の

有
効

活
用

方
策

の
検

討
の

た

め
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
対
象
地
区
を
２
地
区

程
度
選
定
す
る
（

R4
）。

 
・

検
討
チ

ー
ム

に
よ

る
検

討
会

を
開

催
し
、

有

効
活
用
方
策
を
提
案
す
る
。

 

中
山

間
地

課
題

解
決

検
討

チ
ー

ム
に

よ
る

支
援
の
実

施
 

 
○

 
○

 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
、
農
業
委
員
会
、
農
業

会
議

、
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
、

JA
、
土
地
改
良
区

、

地
域
協
議
会
（
若
手
農
業

者
の
会

、
生
産
組
合
連
絡

会
議

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

等
）
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

最
適
土
地
利
用
対
策
 

（
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
）
 

〈
国
庫
事
業
〉
 

機
構
集
積
支
援
事
業
 

・
 中

山
間
地
域
に
お
い
て
実
現
可
能
な
農
地

 
の
有
効
活
用
方
策
等
に
つ
い
て
、
対
象
地
区

 
で
の
効
果
的
な
農
地
集
積
・
集
約
化
や
労
働

 
力
確
保
対
策
に
つ
い
て
検
討
。

 
・

 国
庫
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る
農
地
の
有

 
効
活
用
の
モ
デ
ル
的
実
施
に
向
け
た
準
備
を

 
支
援
。

 

集
落

戦
略

の
作

成
に

よ
る

農
地

等
保

全
活

動
の
推
進
 

○
 

○
 

○
 

県
庁
、
総
合
支
庁
、
市
町

村
 

 
・

 中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
お
け
る
、

協
定

農
用

地
や

集
落

全
体

の
将

来
像

を
明

確
化

す
る
集
落
戦
略
の
作
成
を
促
進

 
 

  

取
組

分
類
 

Ⅱ
個

別
課
題

の
解
決

に
向
け
た

取
組

み
 

1
6



参
考

資
料



山
形

県
農

地
集

積
・

集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
設

置
要

綱
 

制
定

 
令

和
４

年
２

月
1
0
日

 

最
終

改
正

 
令

和
５

年
４

月
３

日
 

第
１

 
目

的
 

 
 

 
山

形
県

農
地

集
積
・
集

約
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議
（

以
下

、「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
」
と

い
う

。
）

 

は
、
山

形
県

内
の

市
町

村
に

お
い

て
、
実

質
化

し
た
「

人
・
農

地
プ

ラ
ン

」
及

び
新

た
に

策
定

す
る

 

「
地

域
計

画
」
に

基
づ

き
、
農

地
の

集
積
・
集

約
化
を

推
進

す
る

た
め

、
関

係
機

関
の

連
携

及
び

推

進
体

制
の

機
能

強
化

を
図

り
な

が
ら

、
地

域
の

継
続

し
た

話
合

い
と

地
域

が
抱

え
る

課
題

解
決

に

向
け

た
支

援
を

行
う

。
 

第
２

 
実

施
事

項
 

 
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
は

、
次

の
各

事
項

に
つ

い
て

情
報

共
有

と
協

議
を

行
う

。
 

（
１

）
人

・
農

地
プ

ラ
ン

実
践

、
地

域
計

画
策

定
・

実
現

に
向

け
た

支
援

に
関

す
る

こ
と

 

（
２

）
農

地
の

集
積

・
集

約
化

推
進

に
関

す
る

こ
と

 

（
３

）
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
た

支
援

に
関

す
る

こ
と

 

（
４

）
そ

の
他

、
目

的
達

成
の

た
め

必
要

な
こ

と
 

第
３

 
構

成
員

 

 
 

１
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
構

成
員

は
、

別
表

第
１

の
と

お
り

と
す

る
。

 

２
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
会

長
は

、
山

形
県

農
林

水
産

部
技

術
戦

略
監

を
も

っ
て

充
て

る
。

 

第
４

 
事

務
局

 

 
 

１
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
事

務
局

は
、

別
表

第
２

の
と

お
り

と
す

る
。

 

２
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
事

務
局

長
は

、
山

形
県

農
林

水
産

部
農

業
経

営
・

所
得

向
上

推
進

課
 

長
を

、
事

務
局

次
長

は
、
公

益
財

団
法

人
や

ま
が

た
農

業
支

援
セ

ン
タ

ー
（

山
形

県
農

地
中

間
 

管
理

機
構

）
参

事
、
一

般
社

団
法

人
山

形
県

農
業

会
議

事
務

局
長

及
び

山
形

県
農

林
水

産
部

農
 

村
整

備
課

長
を

も
っ

て
充

て
る

。
 

３
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

の
運

営
は

、
事

務
局

が
相

互
に

連
携

し
て

行
う

も
の

と
す

る
。

 

第
５

 
地

域
支

援
チ

ー
ム

 

 
 

 
総

合
支

庁
の

管
轄

地
域

ご
と

に
、
総

合
支

庁
（

農
業

振
興

課
及

び
関

係
各

課
）

の
ほ

か
、
市

町

村
の

支
援

要
請

に
応

じ
て

関
係

機
関

等
で

構
成

す
る

地
域

支
援

チ
ー

ム
を

設
け

、
人

・
農

地
プ

ラ

ン
実

践
、
地

域
計

画
策

定
・
実

現
に

向
け

た
地

域
の

話
合

い
活

動
及

び
農

地
の

集
積

・
集

約
化

の

取
組

み
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。
 

第
６

 
個

別
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

 

 
 

 
地

域
に

お
け

る
個

別
の

課
題

解
決

の
た

め
個

別
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

を
設

け
、
課

題
解

決
に

向
け

た
支

援
策

の
検

討
を

行
う

。
 

第
７

 
そ

の
他

 

 
 

 
本

設
置

要
綱

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会

議
の

構
成

員
で

協
議

し
て

決
定

す
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

要
綱

は
、

令
和

４
年

２
月

1
0
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

要
綱

の
改

正
は

、
令

和
５

年
３

月
1
4
日

か
ら

適
用

す
る

。
 

附
 

則
 

こ
の

要
綱

の
改

正
は

、
令

和
５

年
４

月
３

日
か

ら
適

用
す

る
。

 
 

別
表

第
１

 

                             別
表

第
２

 

所
 

 
 

 
属

 

農
業

委
員

会
・

市
町

村
 

 

村
山

地
方

農
業

委
員

会
連

絡
協

議
会

 

最
上

地
方

農
業

委
員

会
協

議
会

 

置
賜

地
方

農
業

委
員

会
連

絡
協

議
会

 

農
業

委
員

会
庄

内
地

方
協

議
会

 

山
形

市
農

林
部

農
政

課
 

長
井

市
農

林
課

 

尾
花

沢
市

農
林

課
 

庄
内

町
農

林
課

 

山
形

県
農

業
協

同
組

合
中

央
会

 
公

益
財

団
法

人
や

ま
が

た
農

業
支

援
セ

ン
タ

ー
（

山
形

県
農

地
中

間
管

理
機

構
）

 
一

般
社

団
法

人
山

形
県

農
業

会
議

 
山

形
県

土
地

改
良

事
業

団
体

連
合

会
 

山
形

県
農

林
水

産
部

 
 

技
術

戦
略

監
 

 
農

政
企

画
課

 
農

業
技

術
環

境
課

 
園

芸
大

国
推

進
課

 
山

形
県

各
総

合
支

庁
 

 

村
山

総
合

支
庁

農
業

振
興

課
 

最
上

総
合

支
庁

農
業

振
興

課
 

置
賜

総
合

支
庁

農
業

振
興

課
 

庄
内

総
合

支
庁

農
業

振
興

課
 

所
 

 
 

 
属

 

公
益

財
団

法
人

や
ま

が
た

農
業

支
援

セ
ン

タ
ー

（
山

形
県

農
地

中
間

管
理

機
構

）
 

一
般

社
団

法
人

山
形

県
農

業
会

議
 

山
形

県
農

林
水

産
部

 

 
農

業
経

営
・

所
得

向
上

推
進

課
 

農
村

整
備

課
 

1
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令 和 ５ 年 ６ 月 ８ 日 

農業経営・所得向上推進課 

 

地域支援チーム及び課題解決検討チームのモデル地域について 

 

№ 
チーム名 

（チーム長） 
モデル地域 取組み概要 

１ 地域支援チーム 

① 地域支援チーム（村山地域） 大石田町 
法人設立、担い手確保策、用排水路
改修の検討 

② （村山総合支庁農業振興課） 
山形市 

（市の独自事業に

参画支援） 

農地の将来像の検討、「地域まるっ

と中間管理」導入の検討 

③ 地域支援チーム（最上地域） 最上町 
基盤整備、集落営農組織の法人化の

検討 

④ （最上総合支庁農業振興課） 大蔵村 
農地の将来像の検討を行うワークシ

ョップの開催等 

⑤ 地域支援チーム（置賜地域） 飯豊町 「地域まるっと中間管理」の導入 

⑥ （置賜総合支庁農業振興課） 高畠町 地域計画の検討 

⑦ 地域支援チーム（庄内地域） 
鶴岡市 

（市の独自事業に

参画支援） 

モデル５地区における地域計画策定

の試行 

⑧ （庄内総合支庁農業振興課） 庄内町 
地域計画の検討、担い手への農地集

約 

２ 課題解決検討チーム 

① 樹園地継承課題解決検討チーム 東根市 
担い手育成・確保策、担い手不在樹

園地の中間管理等の検討 

② （農業経営・所得向上推進課） 朝日町 
移住就農の促進、担い手不在樹園地

の中間管理等の検討 

③ 中山間地域課題解決検討チーム 
鶴岡市 

（温海地域） 
担い手不在農地の管理体制の検討 

④ （山形県農業会議） 
庄内町 

（立谷沢地域） 

保全管理による遊休農地の有効活用

方策の検討 
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令 和 ５ 年 ６ 月 ８ 日 
農業経営・所得向上推進課 

 
令和５年度における樹園地継承課題検討チームの取組み（案）について 

 
 東根市、朝日町（あさひりんごの郷協議会）をモデル地域として、両地域にお

ける樹園地継承課題解決に向けた取組みを支援するとともに、令和６年度にお

ける樹園地継承の取組みを促進・支援する枠組みを構築することを目指す。 
 
【スケジュール（案）】 

日 程 内 容 

６月下旬～７月上旬 各モデル地域（東根市、朝日町）において、関係者が樹

園地の現地確認を行いながら、「中間管理」の実現に向け

た課題を整理するため、現地検討会を開催 

７月１９日（水） 東根市と朝日町による事務担当者レベル（東根市（農林

課、農業委員会）、ＪＡさくらんぼひがしねとあさひりん

ごの郷協議会事務担当者）での意見交換会を実施 
・各地域における取組みの紹介 
・樹園地の継承に向けた共通課題の抽出 

８月～９月 
樹園地継承に向けて、共通課題の解決のための方策や具

体的な支援策の検討・提示 
 ・東根市や朝日町の検討状況や要望を踏まえ具体的な支

援策の取りまとめ、予算化を検討 

１０月 第７回プロジェクト会議において、令和６年度における 
樹園地継承のための具体的な取組みに対する支援策（案）

を提示 

１１月～１２月 
樹園地継承に向けた先進的な取組みを横展開するため

の研修会を開催 

令和６年３月 
第８回プロジェクト会議において、令和６年度の取組み

を提示 
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令和５年度 中山間地域課題解決検討チームにおける取組状況について 

 

１ 主な背景（課題） 

中山間地域は、①急傾斜・アクセス不便等により担い手への集積が困難であること、②高齢

化より受け手がいないこと、③条件不利地を里山に返した場合に緩衝地帯がなくなり鳥獣被害

が心配されること等から、遊休農地や荒廃園地の増加が懸念されている。 

 

 

２ 目 的 

中山間地域集落を維持するため、県・市町村・関係団体が一体となり、課題解決に取り組む

対象地域とともに、高齢化による離農や担い手人口の減少等により生じた遊休農地の有効活用

方策を検討し、中山間地域の遊休農地解消につなげる。 

 

 

３ 令和５年度目標 

 （１）有効活用方策実施に係る課題解決を図るための勉強会を開催する。 

 （２）モデル２地域における遊休農地の有効活用方策と労働力確保対策の検討・提案を目指す。 

 

 

４ 令和５年度スケジュール（予定） 

（１）全 体 

実施月 実施名 内容（素案） 

９月 

勉強会の開催 

 オンライン開催（Zoom）予定 

→ 外部講師による講演や県内にお

ける先進事例紹介、意見交換な

ど 

① まるっと中間管理方式 

  講師：魅力ある地域づくり研究所 

      代表 可知 祐一郎 氏 

② 特定地域づくり共同組合制度 

  おぐにマルチワーク事業協同組合 

③ 「地域計画」「目標地図」「促進計画」

に関する内容 など 

  県内の先進事例を紹介 

 

 

 

令 和 ５ 年 ６ 月 ８ 日 

（一社）山形県農業会議 
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（２）鶴岡市温海地域 

 ① チーム活動における主なポイント 

  ・温海地域版まるっと中間管理方式の活用方針を決定 

  ・集落戦略や地域計画及び目標地図との調整（意向アンケートの集計・分析） 

  ・地域農業者への合意形成の促進 

  ・特定地域づくり協同組合制度を活用したマルチワークの仕組みの検討 

  ・ゾーニング（案）作成と農地保全区域での粗放的利用の検討 

 

 ② チーム活動スケジュール 

（実 績） 

実施月 実施名 内容 

5/12（金） 担当者打合せ 
・新年度顔合わせ、情報交換、アンケー

トの進捗状況を確認 

6/5（月） 第３回検討チーム会議 
・今後のスケジュールを確認、勉強会の

開催内容を協議 

6/8（木） 
第６回県農地集積・集約化プロジェ

クト会議 

・5月の打合せ・6月の会議の内容をま

とめて進捗状況等を報告する 

（予 定） 

実施月 実施名 内容 

9 月 第４回検討チーム会議 

・検討チームの進捗状況を共有 

・勉強会やアンケート結果等を踏まえ

て、今後の取組み等を検討 

10 月 
第７回県農地集積・集約化プロジェ

クト会議 
・進捗状況及び今後の取組み等を報告 

11 月 第５回検討チーム会議 

・まるっと中間管理方式、特定地域づく

り協働組合制度の検討 

・合意形成の方法等について共有 

R6 年 2 月 第６回検討チーム会議 
・合意形成の結果確認 

・R6 年度の取組み検討 

3 月 
第８回県農地集積・集約化プロジェ

クト会議 

・R5 年度の取組評価、R6年度の取組検

討・決定（R6アクションプランの策定） 

・遊休農地の有効活用方策と労働力確

保対策の提案 

 ※必要に応じて、担当者打合せを実施 
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 （３）庄内町立谷沢地域（庄内地域支援チームと連携してチーム活動を実施） 

  ① チーム活動における主なポイント 

   ・集落戦略や地域計画及び目標地図との調整 

   ・地域農業者の合意形成の促進 

   ・保存エリアとゾーニングに向けた話し合い活動 

 

② チーム活動スケジュール 

（実績） 

実施月 実施名 内容 

5/1（月） 担当者打合せ 新年度顔合わせ、情報交換 

6/8（木） 
第６回県農地集積・集約化プロジェ

クト会議 

5 月の打合せの内容をまとめて進捗状

況等を報告する 

（予定） 

実施月 実施名 内容 

6 月 令和５年度アンケート  

6/26（月） 第５回庄内地域支援チーム会議 R5 年度の取組内容について検討 

10 月 
第７回県農地集積・集約化プロジェ

クト会議 
進捗状況等を報告する 

秋ごろ ワークショップ  

R6 年 

3 月 

第８回県農地集積・集約化プロジェ

クト会議 

R5年度の取組評価、R6年度の取組検討・

決定（R6 アクションプランの策定） 

 
地域計画の策定 

保全エリアの検討 

※ 状況に応じて、検討チーム会議、地域での話し合い（座談会）の実施 

3



 



 

 

 

 

 

 

１ 主な背景（課題） 

 令和４年５月 20 日に成立した農業経営基盤強化促進法等の一部改正により、農地中間管

理機構（以下、「農地バンク」という。）は農業委員会の意見を聴いて、農用地の貸借及び

農作業受委託等について定める「農用地利用集積等促進計画」を策定し、都道府県知事の

認可を受けることとなった（現行機構法の農用地利用配分計画と現行基盤法の市町村によ

る農用地利用集積計画を統合）。 

 ① この都道府県知事の認可については、地方自治法に基づき、都道府県条例の改正によ

り市町村長に移譲することが可能とされた。 

 ② 基盤法から機構法への取扱件数の大幅増により、事務処理を行う体制の整備が課題と

なっている。 

 

２ 目  的 

① 権限移譲を推進し認可・公告に伴う日数削減による円滑化を図る。 

② 取扱件数の大幅増に対応するための対策を検討する。 

 

３ 具体の取組み内容 

① 令和４年度は酒田市と尾花沢市に権限を移譲した。本県では移譲する場合、「山形県

事務処理の特例に関する条例」を改正する必要があることから、移譲を希望する市町

村については、事前に内容を丁寧に説明するとともに、当該市町村について本条例に

組み込み、認可３日・公告７日と計約 10 日間かかる手続きの日数を削減して円滑化

を図る。 

② 取扱件数の増加に対応するため、次のような対策や事務手続きの簡素化の検討を行う。 

・農地の賃貸借に係る事務量増加等への対策の検討 

・取扱増加に伴い懸念される未収金に対する農地バンクの負担軽減策の検討 

   ・法改正に伴う事務手続きの見直し(書類の簡素化の検討)  

 

４ 経過及び今後の予定 

・５月 15 日 ①条例所管課（市町村課）と協議開始【県】 

・市町村課では、山形県事務・権限移譲推進プログラムに基づき作成し 

た移譲リストを各市町村へ提供し、希望調査（手挙げ方式）を実施 

・５月 17 日  ②事務手続きの見直しに係る打合せ【県・農地バンク】 

・法改正に伴う事務手続きの見直し(書類の簡素化の検討) 

・５月 18 日 ②未収金に対する農地バンクの負担軽減に係る施策提案検討【県】 

・未収金が生じた場合の農地バンクの負担軽減策として政府に行う施策

提案の内容を県議会に説明 

 

 

 

農地バンク機能強化検討チームにおける取組について 

令和５年６月８日 
農 村 整 備 課 
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（今後の予定） 

・６月８日  ①・②山形県農地集積・集約化プロジェクト会議【県・農業会議・農地バ  

ンク】 

・同会議にて「農地バンク機能強化検討チーム」の取組方針説明 

・６月上旬 ②政府に対して施策提案（未収金の農地バンク負担軽減策）【県】 

・６月下旬 ②事務手続きの見直し(書類の簡素化)の市町村への説明【農地バンク】 

・農地バンクの説明会にて説明 

・上半期中 ②事務手続きの見直し(書類の簡素化)の農家への説明【農業会議・農地バ

ンク】 

・農業委員会の会議等でチラシ配布 

・全市町村の窓口にチラシを配置 

・10 月中旬 ①都道府県知事認可の権限移譲に係る市町村への事務・権限移譲研究会の 

開催【県】 

・市町村への制度説明 

・11 月中旬 ①権限移譲の希望市町村の決定【県】 

・令和６年１月  ①新たな希望市町村への知事認可権限移譲引継ぎ【県】 

・３月(予定) ①２月議会にて予算審議・県条例改正審議承認後、令和６年４月施行【県】 

・随   時  ②各農業委員会が発行する広報誌へ掲載し広く農家へ周知【農業会議・農

地バンク】 

 

以 上 



 

地域支援チームの活動状況 

チーム長：村山総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月３０日 
 
 
 
（７月下旬） 

 
村山地域支援チーム会議を開催 
・構成メンバー間での情報、意識の共有 
 （アクションプラン、支援対象地区に対する取組み） 
 
地域計画・目標地図策定に関する研修会の実施、参加 

 

２ 支援地区に対する取組み 

（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 大石田町 次年子地区（中山間地域） 

取組みの概要 担い手確保策検討、用排水路の改修検討 

取組みの課題 

法人化に向けた手法、支援策 

高収益作物の導入など将来の営農類型の検討 

基盤整備における地区負担金額の確保 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月８日 
 
(７月頃) 

 
用排水路改修について大石田町と打合せを実施 
 
次年子地区において、地区住民を対象としたワークショップ
を実施（検討中） 
 

 

（Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 
＜山形市独自事業のモデル地区に参画支援＞ 
山形市 南山形地区、南沼原地区（平地） 

取組みの概要 モデル２地区における農地の将来像の検討等 

取組みの課題 「地域まるっと中間管理方式」に対する農業者の理解促進 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 

 

 

 

山形市における以下の独自取組みに対し、引き続き助言等を

実施 

①集約に向けた地区会議の実施（南山形、南沼原） 

②「地域まるっと中間管理方式」の勉強会の実施（南山形） 
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資料２－５



 

地域支援チームの活動状況 

チーム長：最上総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
(適宜) 
 
(７月 28 日 
及び９月１日) 
 
(必要に応じ) 

 
町村の担当者や地区の担当者と打合せを実施 
 
地域計画・目標地図策定に関する研修会を開催 
 
 
地域支援チーム会議を開催 

 

２ 支援地区に対する取組み 

（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 最上町 立小路地区（中山間地域） 

取組みの概要 

集落営農組織の法人化 

※立小路地区では、高齢化により離農が進む中にあって地域の農業を守るために
は農地の集積が必要と考え、そうした考えの実現には法人化が必要との思いか
ら、数年前に有志を募り７～８名で法人の設立を目指すこととしていた。 

取組みの課題 法人設立に向けた地域の合意形成 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月 18 日 
 

 
 
 
 
 
(７月頃) 

 
最上町担当課長及び担当者、立小路地区代表者と打合せを実
施（地区の現状や課題等について聞取り） 

※一部の方から「法人設立には加わらない」との意向が示された
こともあり、今後は、必ずしも法人化にこだわるのではなく、
町とも調整を図りながら、地域計画策定に向けた取組みと一体
のものとして進めることも検討。 

 
最上町担当者、立小路地区代表者と打合せを実施 
（今後の取組方針等について協議） 

 

（Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 大蔵村 滝の沢地区（四ヶ村地区）（中山間地域） 

取組みの概要 農地の将来像に係る地域での話合い等 

取組みの課題 
・土地利用状況等の把握 
・農地の集約に係る利用調整 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月 30 日 
 
 
(６～７月頃) 
 
(８～９月頃） 
 
(12 月頃) 
 

 
大蔵村担当課長及び担当者と打合せを実施 
（地区の現状や課題等について聞取り） 
 
現地調査を実施 
 
ドローンによる空撮を実施 
 
ワークショップの開催 

 

2



大
蔵
村
 
滝
の
沢
地
区
（
四
ヶ
村
地
区
）
の
事
例
 

 １
 

支
援

地
区

に
指

定
し

た
経

緯
等
 

 
⑴

 地
区
の

特
徴

・
問

題
点
 

大
蔵

村
中

心
部

か
ら

南
に

約
10

㎞
の

山
あ

い
に

位
置

す
る

「
四

ヶ
村

」
は

、「
豊

牧
」「

滝
の

沢
」「

沼
の

台
」「

平
林

」
の

四
集

落
を

総
称

す
る

呼
び

名
で

あ
り

、
人

口
20

0人
程

度
。「

四
ヶ

村
の

棚
田

」
は

、
農

林
水

産
省

の
「

つ
な

ぐ
棚

田
遺

産
」

に
認

定
さ

れ
る

な
ど

、
村

の
重

要
な

観
光

資
源

に
も

な
っ

て
い

る
。

 
一

方
で

、
四

ヶ
村

地
区

で
は

、
地

域
住

民
・

農
業

者
の

高
齢

化
や

離
農

の
進

行
等

に
よ

り
、

近
年

、
水

稲
の

作
付

面
積

は
大

き
く

減
少

し
て

お
り

、
集

落
そ

の
も

の
の

維
持

も
困

難
な

状
況

に
な

っ
て

い
る

。
特

に
、

四
集

落
で

最
も

奥
地

に
位

置
す

る
滝

の
沢

地
区

で
は

、
そ

う
し

た
傾

向
が

顕
著

に
な

っ
て

い
る

。
 

           
⑵

 取
組
み

の
概

要
 

大
蔵

村
で

は
、「

滝
の

沢
地

区
」

を
モ

デ
ル

地
区

と
し

て
、

集
落

と
し

て
の

農
地

の
将

来
像

を
再

考
し

、
農

地
の

集
積

・
集

約
や

粗
放

的
作

物
の

作
付

け
に

よ
る

管
理

の
省

力
化

、
林

地
化

な
ど

土
地

利
用

の
再

編
構

想
を

策
定

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

、
地

域
支

援
チ

ー
ム

と
し

て
、

こ
う

し
た

村
の

考
え

の
実

現
に

向
け

た
取

組
み

を
支

援
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
 

  ２
 

取
組

み
の

課
題
 

 
⑴

 土
地
利

用
状

況
等

の
把
握

 

取
組

み
の

成
果

を
効

果
的

で
実

現
性

の
高

い
も

の
に

す
る

に
は

、
農

地
を

は
じ

め
と

し
て

、
よ

り
最

新
の

土
地

利
用

状
況

等
に

つ
い

て
情

報
を

収
集

・
整

理
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

休
耕

田
の

増
加

に
伴

い
、

現
況

の
把

握
が

困
難

に
な

り
つ

つ
あ

る
。

 

 
⑵

 農
地
の

集
約

に
係

る
利
用

調
整
 

こ
の

度
の

土
地

利
用

の
再

編
構

想
は

役
場

主
導

に
よ

る
も

の
だ

が
、

農
地

所
有

者
の

中
に

は
、

所
有

す
る

農
地

に
強

い
愛

着
を

持
っ

て
い

る
方

や
、

村
外

に
居

住
さ

れ
て

い
る

方
も

多
く

い
る

こ
と

か
ら

、
構

想
に

基
づ

き
、

実
際

に
農

地
の

集
約

を
進

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
関

係
者

の
理

解
を

得
る

の
に

困
難

が
予

想
さ

れ
る

。
 

 ３
 

今
後

の
取

組
み
 

・
６

〜
７

月
頃

 
現

地
調

査
を

実
施

 
・

８
〜

９
月

頃
 

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
空

撮
を

実
施

 
・

12
月

頃
 

 
 

農
地

の
将

来
像

の
検

討
を

行
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催
 

       

 
 

〔
事

 業
 費

〕
1,5

00
千

円
（

う
ち

交
付

金
1,5

00
千

円
）

※
６

月
補

正
で

計
上

予
定

 
〔

活
用

事
業

〕
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
中

山
間

地
農

業
推

進
対

策
）

の
う

ち
中

山
間

地
農

業
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス
推

進
事

業
 

←
役
場

最新
の土

地利
用情

報の
収集

・整
理 
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地域支援チームの活動状況 

チーム長：置賜総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

５月 16 日～24 日 

 

 

 
 
(６月 14 日) 

 

 
 
(６月下旬) 

 
 
(７月中旬) 

 

・総合支庁担当者が管内８市町を訪問し、進捗状況や課題、県

への要望を聞き取り 

 ⇒各市町間で気軽に情報交換できる場の設定を望む声が大

きかった。 
 
・県(農業振興課)と各市町(農政担当課、農業委員会)による

担当者会議の開催 

 (趣旨)県からの情報提供、各市町間での情報交換 
 
・地域支援チーム会議の開催 

 (趣旨)管内市町の進捗状況・課題の共有、支援策の検討 
 
・市町担当者会議の開催(農業振興課主催) 
 
   以降、市町担当者会議で各市町の進捗状況と課題を聞き取

り、地域支援チーム会議で課題の共有・援策を検討し、市町

担当者会議にフィードバックするサイクルを、進捗状況に

応じて回していく。 

 

２ 支援地区に対する取組み（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 飯豊町 中津川地区（中山間地域） 

取組みの概要 

「地域まるっと中間管理」導入に向けた取組み 
 
○令和３年度 

 ・全町民で組織する｢中津川むらづくり協議会｣内に、今後の中津川の農業を

考える場として｢農業検討特別委員会｣を設置 
 
 ・農業検討特別委員会の活動の中で、地区内農地の現状を把握するとともに、

把握したデータのマップ化・収益性を試算 
 
  ・上記に加え、担い手と持続可能な収益の確保について協議を重ねる中で、

｢地域まるっと中間管理｣式の導入を検討すべきと結論となった。 
 
○令和４年度 

  ・農業検討特別委員会において、｢地域まるっと中間管理｣の提唱者の講演を

受講するとともに、地区住民に同方式の仕組み等を説明し、理解・浸透を

図った。 

取組みの課題 ・地域集積協力金等の交付手続き 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

４月 18 日 
 
５月 10 日 
 
(５～７月) 

 
 
(８月～) 

 
 
(Ｒ６.３月) 

・設立法人の定款認証(公証役場からの認証) 
 
・一般社団法人｢ふぁーむなかつがわ｣の設立(法人登記) 
 
・担い手(認定農業者)になるための手続き(貸し手・借り手(受委 

  託者)の確定、経営改善計画の申請) 
 
・地域集積協力金等の交付に関する手続き(農業委員会への貸し 

  手・借り手データの提出、機構への借受一覧提出等) 
 
・地域集積協力金等の受領 
 
▼役場等における動き 

10 月：集積計画・配分計画の公告 

～Ｒ６年３月：目標地図素案の完成 
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    （Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 高畠町 上平柳地区（平地） 

取組みの概要 ・現況地図、目標地図素案の作成に向けた取組み 

取組みの課題 ・農地集約の精度向上 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

４月 14 日 

 
 
５月 16 日 

 
 
(７月) 

 

 
 
(11 月) 

 

 
 
(11 月～) 
 
(Ｒ６年３～

４月) 

・地区の代表者と役場担当者による打合せ 

 (地域での話合いに向けた打合せを実施) 
 
・総合支庁担当者と役場担当者による打合せ 

 (今後のスケジュール等についての打合せを実施) 
 
・地域での話合い 

  (全体への概要説明。情報収集し、たたき台となる地図の作成  

を開始) 
 
・地域での話合い 

 (若手農業者を中心とした話合い。たたき台地図を使用し 10 年

後のゾーニング地図の作成を開始) 
 
・意向調査の実施、回収、取りまとめ 
 
・現況地図、目標地図素案の完成 
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・
｢
中

津
川

む
ら

づ
く

り
協
議

会
｣
の

令
和

３
年

度
の

会
長
で

あ
る

Ａ
氏
が

、
｢
今

後
の

中
津

川
の
農

業
を

考
え

る
機

会
が

必
要

｣
で

あ
る

と
考
え

、
当

協
議

会
の

中
に

｢
農

業
検

討
特

別
委

員
会

｣
を

設
置

。

・
令

和
４

年
度
か

ら
｢
中
津

川
む

ら
づ

く
り
協

議
会

｣
の
会

長
に

Ｂ
氏

(
進

行
役
･
フ

ァ
シ
リ

テ
ー
タ

ー
:
元

県
職

員
)
が

就
任

。

・
｢
農

業
検

討
特

別
委

員
会

｣
は

、
委

員
長

の
Ｃ
氏

(
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
:
農
業

支
援
セ

ン
タ
ー
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
研
修

を
受
講

)

の
ほ
か

、
７

名
か

ら
構
成

。
中

津
川

地
区

の
具

体
的

な
将

来
像

・
計

画
立
案

(
地

域
計
画

に
近

い
｢
形

｣)
を
検

討
。

・
中
津

川
の
農

地
を
ま

と
め

て
農
地

中
間
管

理
機
構

に
貸
し

付
け
、

そ
の

全
て
の

農
地
を

一
般

社
団
法

人
｢
ふ

ぁ
ー

む
な

か
つ
が

わ
｣
が

借
り

受
け
る

。

・
地
域

集
積
協

力
金
の

交
付

を
受
け

、
法
人

の
運
営

費
用
と

す
る
。

●
飯

豊
町

中
津

川
地

区
の

事
例

Ｒ
３

地
区
に

お
け
る

今
後

の
農
業
に

関
す

る
協
議

中
津

川
地

区
に
つ

い
て
は

、
工
程

表
｢
③

協
議

の
実
施

、
と
り

ま
と
め

｣
が

終
了

。

法
人

設
立

後
、
借

受
希
望

者
に
応

募
し

、
農
地

の
貸
し

借
り
が

正
式
に

確
定

す
れ
ば

、

お
の
ず

と
目

標
地
図

が
出
来

上
が
る

こ
と

に
な
る

の
で
、

工
程
表

｢
④
目

標
地

図
の
素

案

作
成
｣
を
要

せ
ず

、
一
気

に
工
程

表
｢
⑤

地
域

計
画
の

取
り
ま

と
め

、
策
定

｣
の

段
階
に

。

▲
現
状
把
握
の
一
。
地
図
へ
の
落
と
し
込
み

・
中
津
川
を
も
っ
と
よ
く
し
て

い
く
目
的
で
Ｈ
２
に
設
立

・
地
区
の
非
農
家
も
含
む

全
住
民
で
組
織

【
中

津
川

む
ら

づ
く
り

協
議

会
】

地
域

ま
る

っ
と

中
間

管
理

方
式

の
導

入
計

画

上
記
の

ほ
か
、

担
い

手
と

持
続

可
能
な

収
益
の

確
保

(
農

地
の

集
約
化
の

促
進

、
独

自
ブ
ラ

ン
ド
の

検
討
)
に

つ
い
て

の
協
議

等
を

経
て
、

地
区

全
体

を
包

括
し
た

新
た
な

組
織
が

必
要
で

は
な

い
か
と

い
う
話

に

な
り
、

｢
地

域
ま
る

っ
と

中
間

管
理
」

方
式

の
導

入
を
検

討
す
べ

き
と
い

う
結
論

と
な
っ

た

Ｒ
５

地
域
ま

る
っ

と
中
間

方
式

の
導

入
に

向
け

た
具

体
的
な

手
続
き

、
始

動

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

合
意
形

成

法
人
設

立

借
受
希

望
者

経
営

改
善
計

画

集
積

･配
分

計
画

定
款
・
設
立
登
記 応
募
・
リ
ス
ト
公
表

作
成

申
請

認
定

個
別
訪
問
・
地
権
者
受
付
会

集
積
計
画
・
配
分
計
画

認
可

公
告

10
月

特
定

農
作

業
受
委

託
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
担
い
手

や
自
作
希
望
農
家
は
、
今

ま
で

ど
お

り
の

農
業

が
可

能

一
般

社
団

法
人
「

ふ
ぁ

ー
む

な
か

つ
が

わ
」

の
設
立

営
農

部
門

地
域

資
源

管
理

部
門

稲
作
・

畑
作
に

取
り
組

む
農

産
物

販
売
に

よ
る
収

入
営
農

で
き
な

い
農
地

の
保
全

管
理
、

草
刈
り

等

期
待

で
き
る

効
果

・
担
い

手
の
確
保

･･
･法
人
に
就
職
、
移
住
者
が
取
り
組
み
や
す
い

・
中
津

川
ブ

ラ
ン
ド

の
生

産
販

売
･･
･ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
や
す
く
な
る

・
遊
休

農
地

、
耕
作

放
棄

地
の

防
止

･･
･守
る
べ
き
農
地
を
地
域
み
ん
な
で
守
る

中
津
川
地
区

｢
キ

ー
パ
ー

ソ
ン
｣
と

｢
話

し
合

い
を

す
る

場
｣の

存
在

｢
農

業
検
討

特
別
委

員
会

｣の
活
動

○
地

域
の

人
・

農
地

の
意
向

把
握

→
農
業

検
討

特
別

委
員

会
に
よ

る
地
区

内
農

地
の

現
状

把
握

○
地

域
の

人
・

農
地

の
意

向
を
地

図
化

→
把

握
し

た
デ

ー
タ
の

マ
ッ

プ
化

・
収

益
性

を
試

算

Ｒ
４

地
域
ま

る
っ
と

中
間

管
理
方
式

の
導

入
準
備

、
合

意
形
成

○
地

域
ま

る
っ

と
中

間
管

理
方
式

の
提

唱
者

を
招

聘

→
農
業

検
討

特
別

委
員

会
の

委
員
長

Ｃ
氏

が
、
同

方
式

の
提

唱
者

で
あ

る
可
知

祐
一

郎
氏
を

招
聘

し
、

委
員

会
メ

ン
バ

ー
が

w
e
b
で
講

演
を

受
講

。

→
農
業

検
討

特
別
委

員
会

に
お

い
て

、
地

区
住

民
に
同

方
式

の
仕

組
み

等
を

説
明

、
理

解
・
浸

透
を

図
っ

た
。

※
そ
の
後
も
可
知
氏
に
よ
る
現
地
訪
問
の
ほ
か
、
法
人
設
立
の
た
め
の
手
続
き
や
定
款
案
等

に
つ
い
て
助
言
を
受
け
た
。

▲
可
知
氏
の
著
作

地
域
計

画
策

定
に
向
け
た
進

捗
度

参
考

令
和

５
年

６
月

８
日

置
賜

総
合

支
庁

産
業

経
済

部
農

業
振

興
課

6



 

地域支援チームの活動状況 

チーム長：庄内総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
（６月中旬） 
 
 
（７月頃） 
 
 
（９月以降） 

 
令和５年度の取組内容について検討する地域支援チーム会議
を実施。 
 
農業会議開催の地域計画・目標地図策定に関する研修会への 
参加。 
 
地域の話し合いの進め方・内容について検討する地域支援チ
ーム会議を実施。 

 

２ 支援地区に対する取組み 

（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 庄内町 立谷沢地区（中山間地域） 

取組みの概要 地域計画（目標地図）作成に向けた話し合いの進め方の支援 

取組みの課題 話し合いの進め方、参集者の拡大 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月１､17 日 
 
 
（７～８月頃） 
 
 
（９月以降） 

 
令和５年度の取組内容について検討する庄内町担当者等と打
合せを実施。 
 
立谷沢地区の農業者へ目標地図の原案作成のためのアンケー
ト調査を実施。 
 
庄内町担当者等と地域の話し合いに向けた打合せを実施。 
地域計画（目標地図）の素案作成に向けた地域の話し合いを実    
施。 

 

（Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 
＜鶴岡市独自事業のモデル地区に参画支援＞ 

鶴岡市（湯田川地区（旧鶴岡市）、野田目地区（旧藤島町）、中里地区 
（旧羽黒町）、宝谷地区（旧櫛引町）、東岩本地区（旧朝日村）） 

取組みの概要 モデル５地区における地域計画策定の試行への支援 

取組みの課題 地域計画策定に向けた話し合いの進め方（一部の地区） 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
 
要請があった
場合（随時） 

鶴岡市における、以下の独自の取組みに対し、助言等を実施。 
・令和４年度中に地域計画・目標地図の素案が作成された湯

田川、野田目、宝谷、東岩本地区 

① 協議の場のとりまとめ結果の公表 
・令和４年度中の取組みが遅れている中里地区 

① 農業者の意向調査アンケート 

② 地域計画対策チームの打合せ会議 
③ 地区における目標地図の作成など具体の話し合い 
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資
料

３



 



1
 

     １
．
農
地
集
積
・
集
約
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
 

N
o
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

第
１

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
4
.
2
.
1
0 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
会
議

の
設
置
 

２
 

第
２

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
4
.
3
.
1
6 

R
4
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
の
策

定
 

３
 

第
３

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
4
.
6
.
2
0 

R
4
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
の
進

捗
状

況
の

情
報
共

有
 

４
 

第
４

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
4
.
1
0
.
6 

各
支

援
チ
ー

ム
・
検

討
チ
ー
ム

の
進

捗
状

況
の
情

報
共
有
 

５
 

第
５

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
5
.
3
.
1
4 

R
4
取

組
み
の

評
価
、

R
5
取
組

み
に

つ
い

て
検
討

・
決
定
 

（
R
5
ア

ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン
の

策
定

）
 

６
 

第
６

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
5
.
6
.
8 

R
5
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
の
進

捗
状

況
の

情
報
共

有
 

７
 

第
７

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
5
.
1
0
（

予
定

）
 

各
支

援
チ
ー

ム
・
検

討
チ
ー
ム

の
進

捗
状

況
の
情

報
共
有
 

８
 

第
８

回
農
地

集
積
・

集
約
化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
 

R
6
.
3
（

予
定

）
 

R
5
取

組
み
の

評
価
、

R
6
取
組

み
に

つ
い

て
検
討

・
決
定
 

（
R
6
ア

ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン
の

策
定

）
 

  
 

山
形
県
農
地
集
積
・
集
約
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
開
催
実
績
（
予
定
）
に
つ
い
て
 

令
和

５
年

６
月

８
日
 

農
業

経
営

・
所

得
向

上
推

進
課
 

参
考
資
料
 



2
 

  ２
．
地
域
支
援
チ
ー
ム
会
議
及
び
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム
会
議
 

 
（
１
）
地
域
支
援
チ
ー
ム
会
議

 

N
o
 

地
域
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

―
 

第
１

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
連
絡

会
議
 

R
4
.
4
.
2
7 

地
域

支
援
チ

ー
ム
の

進
め
方
、

支
援

対
象

地
区
の

選
定
状
況

の
共

有
等
 

２
 

―
 

第
２

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
連
絡

会
議
 

R
4
.
5
.
3
1 

各
地

域
支
援

チ
ー
ム

の
進
捗
状

況
の

共
有

等
 

３
 

―
 

第
３

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
連
絡

会
議
 

R
4
.
9
.
2
1 

各
地

域
支
援

チ
ー
ム

の
進
捗
状

況
の

共
有

等
 

４
 

―
 

第
４

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
連
絡

会
議
 

R
5
.
2
.
1
6 

各
地

域
支
援

チ
ー
ム

の
進
捗
状

況
の

共
有

等
 

①
村

山
総
合

支
庁
 

N
o
 

地
域
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

村
山
 

地
域

支
援
チ

ー
ム
会

議
 

R
4
.
6
.
1
6 

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

等
の
情
報

共
有

、
支

援
対
象

地
区
選
定

に
つ

い
て

協
議
 

２
 

村
山
 

大
石

田
町

次
年

子
地

区
に

対
す

る
支

援
関

係
打

ち
合

わ
せ

会
議
 

R
4
.
9
.
2
2 

次
年

子
地
区

に
係
る

現
状
・
課

題
、

支
援

内
容
に

つ
い
て
の

意
見

交
換
 

 

３
 

村
山
 

大
石

田
町
次

年
子
地

区
に
対
す

る
支

援
関

係
会
議
 

R
4
.
1
1
.
1
4 

実
際

の
支
援

内
容
、

今
後
の
方

向
性

に
つ

い
て
意

見
交
換
 

４
 

村
山
 

第
２

回
支
援

関
係
会

議
 

R
5
.
3
.
1
4 

今
後

の
方
向

性
つ
い

て
意
見
交

換
 

②
最

上
総
合

支
庁
 

N
o
 

地
域
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

最
上
 

第
１

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
5
.
2
0 

支
援

対
象
地

区
に
つ

い
て
協
議

 

２
 

最
上
 

第
２

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
9
.
2
8 

支
援

地
区
の

情
報
共

有
、
支
援

方
針

等
に

つ
い
て

協
議
 

３
 

最
上
 

第
１

回
地
域

検
討
会

（
大
蔵
村

）
の

開
催
 

R
4
.
1
2
.
9 

滝
の

沢
地
区

で
農
用

地
の
将
来

像
に

係
る

地
域
の

話
合
い
 

４
 

最
上
 

最
上

町
で
の

地
域
住

民
に
よ
る

話
し

合
い
 

（
未

実
施
）
 

立
小

路
地
区

で
法
人

化
に
係
る

合
意

形
成
 

   



3
 

 

 ③
置

賜
総
合

支
庁
 

N
o
 

地
域
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

置
賜
 

第
１

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
4
.
1
8 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
会
議

に
つ
い
て

情
報

共
有
 

２
 

置
賜
 

第
２

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
6
.
2
1 

支
援

対
象
地

区
に
つ

い
て
協
議

 

３
 

置
賜
 

第
３

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

（
書

面
開

催
）
 

R
5
.
1
.
2
5 

支
援

地
区
を

「
高
畠

町
上
平
柳

地
区

」
に

決
定
 

④
庄

内
総
合

支
庁
 

N
o
 

地
域
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

庄
内
 

第
１

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
5
.
1
7 

現
状

・
課
題

の
共
有

、
支
援
対

象
地

区
に

つ
い
て

協
議
 

２
 

庄
内
 

第
２

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
7
.
2
8 

支
援

対
象
地

区
に
つ

い
て
協
議

 

３
 

庄
内
 

遊
休

農
地
の

活
用
方

法
に
つ
い

て
打

ち
合

わ
せ
 

R
4
.
8
.
2
4 

庄
内

町
立
谷

沢
地
区

に
お
い
て

の
遊

休
農

地
活
用

に
つ
い
て

意
見

交
換
 

４
 

庄
内
 

地
域

計
画

策
定

に
向

け
た

第
１

回
話

合
い

（
庄

内
町

立
谷

沢
地

区
）
 

R
4
.
1
1
.
1
4 

地
域

課
題
の

掘
起
し

、
地
域
計

画
策

定
に

係
る
説

明
 

５
 

庄
内
 

第
３

回
地
域

支
援
チ

ー
ム
会
議

 
R
4
.
1
1
.
2
9 

支
援

対
象
地

区
へ
の

支
援
状
況

に
つ

い
て

意
見
交

換
 

６
 

庄
内
 

鶴
岡

市
の
モ

デ
ル
地

区
（
湯
田

川
地

区
、
野

田
目

地
区
、
中

里
地

区
、
宝

谷
地
区

、
東
岩
本

地
区

）
に

お
け
る

打
ち
合
わ

せ
会

議
 

随
時
 

地
域

計
画
策

定
に
向

け
た
地
域

の
話

合
い
 

７
 

庄
内
 

地
域

計
画

策
定

に
向

け
た

第
２

回
話

合
い

（
庄

内
町

立
谷

沢
地

区
）
 

R
4
.
1
2
.
2
1 

目
標

地
図
作

成
に
向

け
た
地
域

の
話

合
い
 

  
 



4
 

   
（
２
）
樹
園
地
継
承
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム

 

①
東

根
市
 

N
o
 

支
援

地
区
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

東
根

市
 

キ
ッ

ク
オ
フ

会
議
 

（
第

１
回
全

体
会
議

）
 

R
4
.
9
.
1
4 

検
討

チ
ー
ム

の
目
的

確
認
、
今

後
の

方
向

性
に
つ

い
て
意
見

交
換

等
 

２
 

東
根

市
 

第
１

回
分
科

会
 

R
4
.
1
0
.
7 

分
科

会
の
テ

ー
マ
１

・
２
・
３

の
確

認
、

意
見
交

換
 

３
 

東
根

市
 

第
２

回
分
科

会
 

R
4
.
1
0
.
1
8 

テ
ー

マ
２
・
３
に

つ
い
て

の
意

見
交

換
（

担
い

手
の
育

成
・
確

保
対

策
、
担

い
手

不
在
樹

園
地

等
の

利
活

用
検
討

）
 

４
 

東
根

市
 

第
３

回
分
科

会
 

R
4
.
1
1
.
1
7 

テ
ー

マ
２

に
つ

い
て

の
意

見
交

換
（

新
規

就
農

者
へ

の
支

援
、

農
地

の
ゾ

ー
ニ

ン
グ

等
の

検
討

）
、

テ
ー

マ
３
に

つ
い
て

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
で
、

園
地
ラ
ン

ク
付

け
、

ゾ
ー
ニ

ン
グ
等
を

検
討
 

５
 

東
根

市
 

第
３

回
分
科

会
 

R
4
.
1
1
.
2
4 

テ
ー

マ
３
に

つ
い
て

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
で
中

間
管
理
の

あ
り

方
を

検
討
 

 
東

根
市
 

第
４

回
分
科

会
 

R
4
.
1
2
.
2
3
  

テ
ー

マ
１
・

３
に
つ

い
て
支
援

策
を

検
討
 

６
 

東
根

市
 

第
２

回
全
体

会
議
 

R
5
.
1
.
1
3 

分
科

会
の
検

討
状
況

に
つ
い
て

中
間

報
告

、
意
見

交
換
 

７
 

東
根

市
 

農
業

と
意
見

交
換
 

R
5
.
2
.
1
3
, 

R
5
.
2
.
1
5 

農
業

４
団
体
（

Ｊ
Ａ

果
樹
協
議

会
、
果
樹

研
究
連

合
会

、
農

業
士

会
、
農

業
委

員
会

）
と

分
科

会
の

検
討

状
況
に

つ
い
て

意
見
交
換

 

８
 

東
根

市
 

第
三

回
全
体

会
議
 

R
5
.
3
.
2
0 

分
科

会
の
検

討
結
果

を
踏
ま
え

た
今

後
の

取
組
み

に
つ
い
て

意
見

交
換
 

②
朝

日
町
 

N
o
 

支
援

地
区
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

朝
日

町
 

キ
ッ

ク
オ
フ

会
議
 

R
4
.
8
.
9 

検
討

チ
ー
ム

の
目
的

確
認
、
今

後
の

方
向

性
に
つ

い
て
意
見

交
換

等
 

２
 

朝
日

町
 

第
一

回
連
携

機
関
調

整
会
議
 

R
4
.
9
.
2
2 

関
係

機
関
に

よ
る
情

報
共
有
 

３
 

朝
日

町
 

第
二

回
連
絡

機
関
調

整
会
議
 

R
4
.
1
0
.
2
8 

関
係

機
関
に

よ
る
情

報
共
有
 

  
 



5
 

   
（
３
）
中
山
間
地
域
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム

 

N
o
 

支
援

地
区
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

 
中

山
間

地
に

お
け

る
遊

休
農

地
の

有
効

活
用

に
向

け
た

勉
強
会
 

R
4
.
8
.
2
9 

講
演

（
金
沢

大
学
 

林
 
直
樹

准
教

授
）
 

「
地

域
生
き

残
り
の

現
実
的
新

戦
略

と
農

地
活
用

の
方
向
性

 

 
～

中
山
間

地
域
に

お
け
る
遊

休
農

地
の

活
用
に

向
け
て
～

」
 

①
鶴

岡
市
 

N
o
 

支
援

地
区
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

鶴
岡

市
 

キ
ッ

ク
オ
フ

会
議
（

第
１
回
検

討
チ

ー
ム

会
議
）
 

R
4
.
1
0
.
3 

チ
ー

ム
の
設

置
、
今

後
の
方
針

に
つ

い
て

意
見
交

換
 

２
 

鶴
岡

市
 

主
要

メ
ン
バ

ー
に
よ

る
意
見
交

換
会
 

R
4
.
1
2
.
1
2 

今
後

の
進
め

方
に
つ

い
て
意
見

交
換
 

３
 

鶴
岡

市
 

第
２

回
検
討

チ
ー
ム

会
議
 

R
5
.
2
.
9 

農
地

利
用
イ

メ
ー
ジ

図
の
共
有

・
検

討
、

市
実
施

の
ア
ン
ケ

ー
ト

の
共

有
等
 

②
庄

内
町
 

N
o
 

支
援

地
区
 

会
議

名
 

開
催

日
 

内
容
 

１
 

庄
内

町
 

キ
ッ

ク
オ
フ

会
議
（

第
１
回
検

討
チ

ー
ム

会
議
）
 

R
4
.
1
0
.
3 

チ
ー

ム
の
設

置
、
今

後
の
方
針

に
つ

い
て

意
見
交

換
 

２
 

庄
内

町
 

第
２

回
検
討

チ
ー
ム

会
議
 

R
4
.
1
2
.
2
3 

チ
ー

ム
の
方

向
性
の

検
討
、
町

実
施

の
ア

ン
ケ
ー

ト
の
共
有

等
 



6
 

   
（
４
）
農
地
バ
ン
ク
機
能
強
化
検
討
チ
ー
ム

 

N
o
 

会
議

名
 

日
時
 

内
容
 

 
チ

ー
ム

の
設

置
 

R
4
.
1
0
.
6 

第
４

回
農
地

集
積
・
集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議

に
お
い
て

、「
農

地
バ
ン

ク
機
能

強
化

検
討

チ
ー
ム

」
の
設

置
を
承
認

、
取

組
み

方
針
の

説
明
 

１
 

都
道

府
県

知
事

認
可

の
権

限
移

譲
に

係
る

市
町

村
へ

の

制
度

説
明
会
 

R
4
.
1
0
.
1
3 

権
限

移
譲
に

つ
い
て

市
町
村
へ

説
明
 

２
 

事
務

・
権
限

移
譲
研

究
会
 

R
4
.
1
1
.
2
9
, 

R
4
.
1
2
.
1 

山
形

県
事

務
・

権
限

移
譲

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
、

権
限

移
譲

に
つ

い
て

説
明

（
1
1
/
2
9
 
村

山
地
区

、
1
2/
1
 

庄
内

、
最

上
、
置

賜
地
区

）
 

  ３
．
研
修
会
 

研
修

会
名
 

日
時
 

内
容
 

農
地

の
集
積

・
集
約

化
推
進
研

修
会
 

R
4
.
1
1
.
9 

取
り

組
み
事

例
紹
介

、
農
地
の

有
効

活
用

と
担
い

手
育
成
・
確

保
を

テ
ー

マ
に

パ
ネ
ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

を

実
施

（
対
象

：
市
町

村
・
農
業

委
員

会
等

、
参
加

者
：

20
9
名

）
 

 


